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安全に正し くお使いいただ くために

京セラページプリ ンタFS-1010をご購入いただきまして誠にあ りがと う ございます。

この使用説明書は、プ リ ンタを良好な状態でご使用いただくために、正しい操作方法・日常の手入れおよび簡

単な ト ラブルの処置などができるよ うにま とめたものです。ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みくださ

い。また、お読みになった後は、本製品の近くに保管して ください。

この使用説明書および本製品の表示では、本製品を正し くお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財産への

損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよ うになっています。

警告：この表示を無視して誤った取扱いをする と、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を
示しています。

注意：この表示を無視して、誤った取扱いをする と、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています。

絵表示

またこれら以外にも、印刷品質に関する注意や、本機の操作上の注意等であるこ とを示す「! お知らせ」表示も
しています。

△記号は注意（危険・警告を含む）を促
す内容があるこ とを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容が描かれ
ています。

記号は禁止の行為である こ と
を告げる ものです。図の中に具体
的な禁止内容が描かれています。

●記号は行為を規制したり指示する内容
を告げる ものです。図の中に具体的な指
示内容が描かれています。

「注意一般」 「禁止一般」 「強制一般」

「感電注意」 「分解禁止」
「電源プラグをコンセン ト

から抜け」

「高温注意」 「必ずアース線を接続せよ」
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注意ラベルについて

本製品には、下記に示す位置に安全に関する注意ラベルを貼っています。紙詰ま り処置時に火傷や感電などの

事故のないよ う ご注意ください。

■ レーザ光に関する注意

注意

本体内部のレーザスキャナ・ユニッ ト ではレーザ光が放射されています。内部のカバーには、警告ラベルが貼

られています。（下図参照）レーザ光にさ ら され ないために以下のこ とに注意して ください。

●本機内部の固定されているカバーは外
さないでください。レーザ 光がもれるお
それがあ り ます。内部の点検・調整・修理
は京セラ ミ タジャパン株式会社正規特
約店、またはお客様相談窓口へご依頼く
ださい。

●本機を改造しないで く ださい。火災、感
電、およびレーザ光がもれ るおそれがあ
り ます。

レーザ光に関する警告（本体内部）

後部カバー内部

プリンタ後面
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機械を設置する時のご注意

■ 設置環境について

注意

●本製品をぐ らついた台の上や傾いた所
など不安定な場所に置かないで くださ
い。落ちた り、倒れた り して、けがの原因
となるこ とがあ り ます。

●本製品を湿気やほこ り の多い場所に置
かないでください。万一電源プラグにほ
こ りやゴ ミ などが付着している場合は
取 り除いて く ださい。火災、感電の原因
となるこ とがあ り ます。

●本製品をス ト ーブなどの熱源や可燃物
が近く にある場所に置かないで くださ
い。火災の原因となるこ とがあ り ます。

●本製品の冷却効果を保つため、機械の周
辺は下記のスペースを確保して く ださ
い。特に本製品左側と後側には通気口が
あ り、壁などに近づけないで く ださい。
充分なスペースがないと冷却されず、発
熱や性能不良の原因とな り ます。

その他の注意事項

●本製品は設置する場所によっては外気条件が加
わって、性能が維持できな くなる場合があ り ます
ので、常温常湿の室内（室温20 °C、湿度65 %RHが
適当）に設置し、下記のよ う な場所は避けて くだ
さい。

� 窓際など、直射日光の当たる場所や明るい場所
� 振動の多い場所
� 急激に温度や湿度が変化する場所
� 冷暖房の冷風や温風が直接当たる場所
� 通気性、換気性の悪い場所

■ 設置電源・アースについて

警告

●表示された電源電圧以外の電圧で使用
しないでください。またタ コ足配線をし
ないで く ださい。火災、感電のおそれが
あ り ます。

●電源プラグはコンセン ト に確実に差し
込んでください。電源プラグの刃に金属
などが触れる と火災、感電の原因とな り
ます。

●必ずアース線をアース対象物に接続し
て ください。アース接続がされないで万
一、漏電した場合は火災、感電のおそれ
があ り ます。なお、アース接続ができな
い場合は、京セラ ミ タジャパン株式会社
正規特約店、またはお客様相談窓口へご
相談ください。

●電源プラグは製品の近くの容易に接続
できるコンセン トにつないでください。

■ 包装用ビニールの取り扱いについて

警告

●本製品に使っている包装用のビニール
を子供に触れさせないで く だ さい。ビ
ニールが鼻や口に吸着する と、窒息する
おそれがあ り ます。
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取り扱い上のご注意

■ 機械の取り扱いについて

警告

●本製品の上に花瓶、植木鉢、コ ップや水
などの入った容器または金属物を置か
ないでください。こぼれた り中に入った
場合、火災、感電のおそれがあ り ます。

●本製品のカバーは外さないで ください。
内部には電圧の高い部分があ り、感電の
おそれがあ り ます。

●電源コー ド を傷つけた り、破損した り、
加工した り しないでください。また重い
ものをのせた り、引っぱった り、無理に
曲げた りする と電源コードをいため、火
災、感電のおそれがあ り ます。

●本製品の改造や分解は絶対に行わない
で ください。火災、感電、レーザー光洩れ
による失明のおそれがあ り ます。

●万一、発熱していた り、煙が出ている、へ
んな臭いがするなどの異常状態のまま
使用する と、火災、感電のおそれがあ り
ます。すぐに電源ス イ ッチを切 り、その
後必ず電源プラグをコンセン ト から抜
いて ください。そして京セラ ミ タジャパ
ン株式会社正規特約店、またはお客様相
談窓口へご連絡ください。

●万一、異物（金属片、水、液体）が本製品の
内部に入った場合は、まず本体の電源ス
イ ッチを切 り、電源プラグをコンセン ト
から抜いて京セラ ミ タジャパン株式会
社正規特約店、またはお客様相談窓口へ
ご連絡 ください。そのまま使用する と火
災、感電のおそれがあ り ます。

●濡れた手で電源プラグを抜き差し しな
いで く だ さい。感電のおそれがあ り ま
す。

●内部の点検・修理は京セラ ミ タジャパン
株式会社正規特約店、またはお客様相談
窓口へ依頼してください。

注意

●電源プラグをコンセン ト から抜 く と き
は、電源コードを引っぱらないでくださ
い。電源コードが傷つき、火災、感電の原
因と なる こ とがあ り ます。（必ず電源プ
ラグを持ってコンセン ト から抜いて く
ださい）

●本製品を移動させる場合は、必ず電源プ
ラグをコンセン ト から抜いて ください。
電源コー ドが傷つき、火災、感電の原因
となるこ とがあ り ます。

●夜間等で長時間本製品をご使用になら
ない場合は、電源スイ ッチを切って くだ
さい。また連休等で長期間、本製品を使
用にならないと きは、安全のため必ず電
源プラグをコンセン ト から抜いて くだ
さい。

●本製品を持ち上げた り、動かす場合は、
所定の箇所を持つよ うにして ください。

●本製品の清掃を行う と きには安全上、必
ず電源プラ グをコ ンセント から抜いて
く ださ い。

●本製品内部の清掃については京セラ ミ
タジャパン株式会社正規特約店、または
お客様相談窓口へご相談 ください。本製
品の内部にほこ り がたまったまま長い
間掃除をしないと、火災や故障の原因と
なる こ とがあ り ます。特に、湿気の多 く
なる梅雨期の前に行う と、よ り効果的で
す。なお、内部清掃費用については京セ
ラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま
たはお客様相談窓口へご相談ください。
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その他の注意事項

●本製品の上には重いものをのせた り、衝撃を与え
たり しないでください。

●印刷中には次のこ とをしないでください。

� カバー類を開ける。
� 電源スイ ッチを切る。
� 電源コードを抜く。

●プ リ ンタの使用中はオゾンが発生しますが、その
量は人体に影響を及ぼさないレベルです。ただ
し、換気の悪い部屋で長時間使用する場合や大量
に印刷する場合には、臭気が気になるこ と もあ り
ます。快適な作業環境を保つためには部屋の換気
をするこ とをお勧めいたします。

●転居などで本製品を動かす場合は、京セラ ミ タ
ジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談
窓口へご連絡ください。

● コネク タ、プ リ ン ト基板等の電気部品に触らない
でください。静電気によ り破損する可能性があ り
ます。

● この使用説明書に記載されていないこ とは行わ
ないでください。

■ トナーの取り扱いについて

注意

● ト ナーは吸い込んだ り、口に入れた り、
眼、皮膚に触れないよ う にし て く だ さ
い。誤って口に入った場合は水で胃を薄
め、医師の診断を受けて く ださい。皮膚
に触れた場合は、石鹸と水で洗って くだ
さい。眼に入った場合は、水で洗い流し、
医師の診断を受けてください。

● トナーまたは トナーの入った容器を、子
供の手に触れさせないでください。

● ト ナーまたは ト ナーの入った容器を火
中に投じないでください。火花が飛び散
り、やけどの原因 と な る こ と があ り ま
す。

その他の注意事項

● トナーキッ ト の箱や容器の注意文をよ くお読み
ください。

● トナーや トナーの入った容器の廃棄については
国や地方自治体の規制にしたがってください。

●本製品を長時間使わない場合は、用紙をカセッ ト
から取り出し、元の包装紙に戻して密封して くだ
さい。

■ 補修用性能部品について

弊社の保守サービスのために必要な補修用および

消耗品の最低保有期間は、販売終了後5年間です。
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はじめに
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ご注意

本書の内容の一部または全部を、無断転載する こ とは禁止します。本書の内容
は、改良などのために予告なしに変更するこ とがあ り ます。

本機を使用した結果の影響については、本説明書の内容にかかわらず責任を負
いかねますのでご了承ください。

コンピュータ とプ リ ンタ との接続は、シールド されたケーブルをお使いくださ
い。

お問い合わせ先

本プ リ ンタの使用方法や技術的なお問い合わせ、および修理については、お買
い上げの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にて
うけたまわり ます。

商標について

� プリ スク ラ イブ、PRESCRIBE、エコシス、ECOSYS、KPDLおよびKIRは、京セラ株式会社の登録
商標です。

� Power PCはIBM社の米国、その他の国における商標です。
� コンパク ト フラ ッシュはサンディ スク社の登録商標です。

� PCLは米国ヒ ューレッ ト ・パッカード社の登録商標です。
� Microsoft、MS-DOS、Windowsは、Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商

標です。Windows NTは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
� 本プリ ンタがエミ ュレート している PCL 6 は、米国 Peerless Group が開発した互換システム

PeerlessPrintXL を使用し ています。 PeerlessPrintXL は米国 Peerless Group（Redondo Beach,
CA90278, U.S.A.）の商標です。

� TrueTypeは、米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。
� PostScriptはAdobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。
� 本製品はウインド リバーシステムズ社のリ アルタイムOS統合環境TornadeTMを用いて開発さ

れました。

� その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく クラスB
情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この
装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こす
ことがあります。使用説明書にしたがって正しい取り扱いをして ください。

本機器は社団法人日本事務機械工業会が定めた情報技術機器装置および周辺機器の
高調波対策ガイド ラインに適合しています。

本プリンタは仕様の範囲内でご使用ください。保守契約を結ばれることをお
すすめします。

http://www.kyoceramita.co.jp/jp



viii

IBM PROGRAM LICENSE AGREEMENT
THE DEVICE YOU HAVE PURCHASED CONTAINS ONE OR MORE SOFTWARE PROGRAMS
("PROGRAMS") WHICH BELONG TO INTERNATIONAL BUSINESS MACHINES CORPORATION
("IBM"). THIS DOCUMENT DEFINES THE TERMS AND CONDITIONS UNDER WHICH THE
SOFTWARE IS BEING LICENSED TO YOU BY IBM. IF YOU DO NOT AGREE WITH THE TERMS
AND CONDITIONS OF THIS LICENSE, THEN WITHIN 14 DAYS AFTER YOUR ACQUISITION OF
THE DEVICE YOU MAY RETURN THE DEVICE FOR A FULL REFUND. IF YOU DO NOT SO
RETURN THE DEVICE WITHIN THE 14 DAYS, THEN YOU WILL BE ASSUMED TO HAVE
AGREED TO THESE TERMS AND CONDITIONS.
The Programs are licensed not sold. IBM, or the applicable IBM country organization, grants you a license
for the Programs only in the country where you acquired the Programs. You obtain no rights other than those
granted you under this license.
The term "Programs" means the original and all whole or partial copies of it, including modified copies or
portions merged into other programs. IBM retains title to the Programs. IBM owns, or has licensed from the
owner, copyrights in the Programs.
1. License
Under this license, you may use the Programs only with the device on which they are installed and transfer
possession of the Programs and the device to another party.
If you transfer the Programs, you must transfer a copy of this license and any other documentation to the
other party. Your license is then terminated. The other party agrees to these terms and conditions by its first
use of the Program.
You may not:
1) use, copy, modify, merge, or transfer copies of the Program except as provided in this license;
2) reverse assemble or reverse compile the Program; or
3) sublicense, rent, lease, or assign the Program.
2. Limited Warranty
The Programs are provided "AS IS".
THERE ARE NO OTHER WARRANTIES COVERING THE PROGRAMS (OR CONDITIONS),
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.
Some jurisdictions do not allow the exclusion of implied warranties, so the above exclusion may not apply to
you.
3. Limitation of Remedies
IBM�s entire liability under this license is the following;
1) For any claim (including fundamental breach), in any form, related in any way to this license, IBM�s

liability will be for actual damages only and will be limited to the greater of: 
a) the equivalent of U.S.$25,000 in your local currency; or 
b) IBM�s then generally available license fee for the Program

This limitation will not apply to claims for bodily injury or damages to real or tangible personal property for
which IBM is legally liable.
IBM will not be liable for any lost profits, lost savings, or any incidental damages or other economic
consequential damages, even if IBM, or its authorized supplier, has been advised of the possibility of such
damages. IBM will not be liable for any damages claimed by you based on any third party claim. This
limitation of remedies also applies to any developer of Programs supplied to IBM. IBM�s and the
developer�s limitations of remedies are not cumulative. Such developer is an intended beneficiary of this
Section. Some jurisdictions do not allow these limitations or exclusions, so they may not apply to you.
4. General
You may terminate your license at any time. IBM may terminate your license if you fail to comply with the
terms and conditions of this license. In either event, you must destroy all your copies of the Program. You
are responsible for payment of any taxes, including personal property taxes, resulting from this license.
Neither party may bring an action, regardless of form, more than two years after the cause of action arose. If
you acquired the Program in the United States, this license is governed by the laws of the State of New York.
If you acquired the Program in Canada, this license is governed by the laws of the Province of Ontario.
Otherwise, this license is governed by the laws of the country in which you acquired the Program.
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フォン トの商標について

� 本プリ ンタに搭載されている欧文フォン トは、すべてAgfa  Corporationからのライセンスを受
けています。

� 本製品はAgfa CorporationからのUFST� MicroType®のフォン ト を搭載していま
す。

� TimesはLinotype-Hell AGの登録商標です。
� TrueTypeは、米国Apple Computer, Inc.の登録商標です。
� PostScriptはAdobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。
� Helvetica、Palatino、Times は Linotype-Hell AG の登録商標です。 ITC Avant Garde Gothic、ITC

Bookman、ITC Zapf Chancery、ITC Zapf Dingbatsは、International Typeface Corporationの登録商標
です。

Agfa Japanライセンス契約
1. 「本件ソフ ト ウェア」とは、特殊なフォーマッ ト で符号化された、デジタル符号の機械読取可能
なスケーラブル・アウ ト ラ イン・データならびにUFST ソフ ト ウェアを意味するものと します。

2. お客様は、お客様自身の通常の業務目的または個人的な目的で、アルファベッ ト 、数字、文字お
よび記号（「タ イプフェース」）のウェー ト、ス タ イルおよびバージ ョ ンを複製および表示する

ために本件ソフ ト ウェアを使用する非独占的ラ イセンスを受諾する こ とに同意します。Agfa
Japanは、本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェースに関するすべての権利、権原および利権を留
保します。本契約において明示的に規定した条件に基づき本件ソフ ト ウェアを使用するラ イ

センス以外には、いかなる権利もお客様に許諾されません。

3. Agfa Japan の財産権を保護するため、お客様は本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェースに関す
るその他の財産的情報を極秘に保持するこ と、また、本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェース

へのアクセス とその使用に関する合理的な手続きを定めるこ とに同意します。

4. お客様は本件ソフ ト ウェアまたはタイプフェースを複製またはコピーしないこ とに同意します。
5. このラ イセンスは、早期終了しない限り、本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェースを使用し終

わるまで存続するものと します。お客様が本契約ライセンスの条件の遵守を怠り、当該不履行

がAgfa Japanからの通知後 30日以内に是正されなかったと きは、Agfa Japanは本ライセンス契
約を解除する こ とができます。本ラ イセンス契約が満了するか、または解除された時点で、お

客様は要求に応じて本件ソフ ト ウェアと タイプフェースの複製物ならびに文書をすべて Agfa
Japanに返却するか、または破棄するものと します。

6. お客様は、本件ソフ ト ウェアの変更、改変、逆アセンブル、解読、リバースエンジニア リ ングま
たは逆コンパイルを行わないこ とに同意します。

7. Agfa Japanは、引渡し後90日間について、本件ソフ ト ウェアがAgfa Japanの発表した仕様に従っ
て作動する こ と、欠陥がないこ と を保証します。Agfa Japan は、本件ソフ ト ウ ェアにバグ、エ
ラーおよび脱落が一切ない旨の保証を行いません。

当事者は、特定目的適合性および商品性の保証を含む明示または黙示の他のすべての保証が

排除されるこ とに合意します。

8. 本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェースに関するお客様の排他的救済手段および Agfa Japan
の唯一の責任は、欠陥のある部品を Agfa Japan に返却した時点で修理または交換するこ とで
す。いかなる場合も Agfa Japan は、本件ソフ ト ウェアおよびタイプフェースの誤用または不正
使用によ り引き起こ された喪失利益、喪失データ、またはその他の付随的損害、派生的損害そ

の他の損害について責任を負いません。

9. 本契約はア メ リカ合衆国ニューヨーク州の法律に準拠します。
10. お客様は、Agfa Japanの事前の書面による同意がない限り、本件ソフ ト ウェアおよび/またはタイ
プフェースの再使用許諾、販売、リースまたはその他の方法による譲渡を行ってはなり ません。

11. 政府による使用、複製または開示は、FAR252-227-7013「技術データおよびコンピュータソフ ト
ウェアに関する権利」の (b) (3) (ii) 項または (c) (1) (ii)項に定められた制限を受けます。さ らに、
使用、複製または開示は、FAR52. 227-19 (c) (2) 項に定められたソフ ト ウェアの限定的権利に適
用される制限を受けます。

12. お客様は、本契約を自ら読了し、了解したこ と を認め、また本契約の諸条件によ り拘束される
こ とに同意します。いずれの当事者も、本契約に記載されていない言明または表明によ り拘束

されないものと します。本契約の変更は、各当事者の正当な権限を有する代表者が署名した書

面による場合を除き、効力は一切あ り ません。
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当社は国際エネルギースター ・ プログラムの参加事業者と して、 本製品が国

際エネルギースター ・ プログラムの基準に適合している と判断します。

国際エネルギースター ・ プログラムは、 その基準に適合した機器の製造 ・販

売を促進させる こ とによ り、 効率的なエネルギー活用を促進し、 エネルギー

の消費にと もな う環境汚染を低減させるこ とを基本目的と しています。

本プ リ ンタは国際エネルギースター ・ プログラムの基準に適合した、 ス リー

プ ・ タイマ機能を搭載しています。 この機能を使用するこ とによ り、 プ リ ン

タの電力消費を抑える こ とができます。 またプ リ ンタを長時間使用しない場

合は、 プ リ ンタの電源を切ってください。

（　 ） はエネルギースター ・ プログラムの基準値です。

電源を切った状態では、 消費電力は0 Wです。

本製品は、「グ リーン購入法（国等による環境物品等の調達の推進に関する法

律）」の定める「特定調達物品」の判断基準に適合する環境に配慮した製品で

す。

ス リ ープモー ド

の初期設定時間

ス リ ープモー ド

時の電力消費量

5分（15分） 6W（20 W）　
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本機の特長

本機は以下のよ うな主な特長を備えています。

長寿命部品

ド ラム、現像ユニッ ト、定着ユニッ ト など、従来のプリ ンタでは消耗品であった
主要部品は長寿命設計されており、定期的な交換は不要にな り ました。このた
め、定期的に必要な メ ンテナンスは ト ナーコンテナ（TK-17）の交換（約 6,000
ページ印刷毎）と、プ リ ンタ内部を清掃するこ とだけです。

スリープモード

一定の時間内にプリ ンタの設定やデータの受信が行われなかった場合、電力の
消費を抑えるス リープモードを搭載しています。

エコプリン ト

トナーの消費量を抑えて印刷を行うエコプリ ン ト機能を搭載しています。エコ
プリ ン ト機能を使う と、同量の トナーでよ り多くの枚数を印刷できます。

高品位のプリン トアウト

Fast 1200モードでは、解像度1200 dpiの高品位な印刷を行う こ とができます。ま
た、KIR（Kyocera Image Refinement）技術によ り、300 dpi や 600 dpiでも鮮明で高
品質な印刷を実現します。

USB(Universal Serial Bus)インタフェースを装備
USB仕様Revision 1.1に準拠したUSBインタフェースを装備しています。最大通
信速度は12 Mbpsで、データ転送を高速に行います。

多彩な欧文フォン ト を搭載

PCL/PostScript互換の欧文スケーラブルフォン ト 80書体と、欧文ビッ トマップ
フォン ト 1書体を内蔵しています。

用紙の自動選択（メディアタイプセレクシ ョ ン）機能

印刷する用紙の種類（普通紙、 OHP フ ィルム、ラベル紙など）を、あらかじめ各
給紙元に設定しておく こ とによ り、印刷時に指定した用紙の種類を自動的に選
択して印刷するこ とができます。
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プリスクライブコマンド

グラフ ィ ッ ク機能がよ り強化されたページプ リ ンタ制御言語プ リ ス ク ラ イブ
コマン ドを内蔵しています。マージン設定や文字間隔、行間隔の変更、アウ ト ラ
インフォン トや図形に対しての回転、塗りつぶしなどを簡単なコマン ドで実現
するこ とができます。

PDF417 二次元スタ ックシンボル対応
二次元スタ ッ クシンボルPDF417（Portable Data File 417）に対応しています。

KM-NET VIEWER対応
ネ ッ ト ワーク上でプ リ ン タの状態を確認でき るユーテ ィ リ テ ィ、KM-NET
VIEWERに対応しています。KM-NET VIEWERは、付属の Kyocera Mita Digital
Library CD-ROMに収録しています。

KM-NET Remote Operation Panel（リモート・オペレーシ ョ ンパネル）対応
プリ ンタに接続したコンピュータのディ スプレイ上に、プ リ ンタの仮想操作パ
ネルを表示させるユーテ ィ リテ ィ、KM-NET VIEWER に対応しています。KM-
NET VIEWERは、パラレルインタフェース接続とネッ ト ワーク接続で使用で
き、Windows 95/98/Me、Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP 上でプリ ン
タの設定を行ったり、プ リ ンタの状態をモニタするこ とができます。リモート・
オペレーシ ョ ンパネルは付属のKyocera Mita Digital Library CD-ROMに収録さ
れています。
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付属マニュアルの紹介

また、プ リ ンタの制御言語であるプ リ スク ラ イブコマン ドを使用して印刷プロ
グラムを作成するためのプログラマ用マニュアルと して、プリスクライブII プ
ログラ ミングマニュアル が用意されています。お求めについては、京セラ ミ タ
ジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口へお申し付け ください。

本書の内容

本書には、以下の項目があ り ます。

第1章　操作パネルの設定と操作
本機のインジケータおよびキーの機能や操作方法に
ついて説明しています。

第2章　日常のメンテナンス
ト ナーコンテナ、廃棄 ト ナーボッ ク スの交換方法、
プ リ ンタの清掃について説明しています。

第3章　困ったときは
紙詰ま り などプ リ ンタに問題が発生したと きの処
置方法を説明しています。

第4章　用紙について
プ リ ンタで使用できる用紙について説明していま
す。

第5章　 ファームウェアパラ メータ
プリ スク ラ イブ FRPO コマン ドによ り、印刷設定に
関する各種のパラ メータを設定し、内部メモ リーに
記憶する方法について説明しています。

付録 A　 フォン ト
本プ リ ンタに搭載されているフォン ト について説
明しています。

付録 B　オプシ ョ ンについて
本プリ ンタで使用できるオプシ ョ ンの紹介と、設置
方法について説明しています。

付録 C　 インタフェース
パラレルインタフェースと USB インタフェースの
ピン割 り当てや信号の意味などについて説明して
います。

付録 D　プリンタの仕様
本プリ ンタの仕様を一覧にしています。

付録 E　用語集
本書で使われている用語を説明しています。

マニュアル 内容

設置手順書（印刷物） プ リ ンタの設置から、印刷テス ト までの手順を説明しています。

ク イ ッ クガイ ド （印刷物） トナーキッ トの交換手順、お手入れの手順を説明しています。また、エラー発生時のイ
ンジケータ表示を一覧にまとめてあ り ます。

プ リ ンタ ド ライバガイ ド  
（CD-ROM収録） 

プ リ ンタ ド ラ イバのインス トールやプ リ ンタ ド ラ イバの基本的な操作方法について
説明しています。

使用説明書（本書） 機能、操作方法など、本プ リ ンタを使用する上で必要となる情報を詳し く説明してい
ます。また、各種の ト ラブルの対処方法も説明しています。目的や必要に応じて、必要
な部分をお読みください。
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第 1章 操作パネルの設定と操作
1

この章では操作パネル部のインジケータ、キーの説明、およびユーテ ィ リ テ ィの リモート ・オペ

レーシ ョ ンパネルのインス トールとその使いかたについて解説します。

操作パネルの名称と機能 ............................................................ 1-2
KM-NET Remote Operation Panel
（リモート・オペレーシ ョ ンパネル）について .............................. 1-7
KM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルの基本設定 .............. 1-13
用紙に関連する設定 .................................................................. 1-18
プリンタの基本設定 .................................................................. 1-28
その他の設定 ............................................................................ 1-41
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操作パネルの名称と機能

プリ ンタ上部の操作パネルには4つのインジケータ と 2つのキーがあ り ます。こ
れらのインジケータは点灯、消灯、点滅の組み合わせによって、プ リ ンタの現在

の状態（通常/エラー）をあらわします。

インジケータやキーの名称と説明は、次ページからの表を参照して ください。

下図の番号は、表の参照番号に対応しています。

1
2
3
4

5

6
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インジケータの表示とその意味

キーの機能

* 標準ステータスページについては1-4ページを参照して ください。サービス・ステータスページは修理などの際にサービ
ス担当者が使用します。

参照番号 名前 状態 意味

1 オンライン
インジケータ

（緑色）

点灯 プリ ンタはオンライン状態です。（印刷可能です。）

点滅 � エラーが起きていますが、  キーを押すと処理を続行します。
� プリ ンタはオフラ インの状態です。印刷は行いませんが、データの受
信は可能です。

� プ リ ンタがス リープモードになっています。操作パネルのキーを押
した り、本体のカバーを開閉した り、またはデータ を受信する と
ウォー ミ ングアップ後にオンライン状態になり ます。

消灯 エラーによ りプ リ ンタが停止しています。

2 データ
インジケータ

（緑色）

点灯 データ処理中です。

点滅 データ受信中です。

3 注意

インジケータ

（赤色）

点灯 本体のカバーが開いています。

点滅 � 紙詰ま りが起きています。
� 給紙カセッ ト が正し く装着されていないか、または用紙が入ってい
ません。

消灯 正常な状態です。

4 トナー

インジケータ

（赤色）

点灯 トナーが無くな り ました。新しい トナーコンテナに交換して ください。

点滅 ト ナーが残 り少な くな り ました。新しい トナーコンテナの準備をして
ください。

参照番号 名前 機能

5  キー

（キャンセル
キー）

1秒以上押しつづける と、実行中の処理を中止します。

6  キー

（実行キー）

� このキーを押すと（3秒以内）、プ リ ンタのオンラ インとオフラ インを切り替えます。
� 給紙ト レイに用紙が無くなったと き、このキーを押すと多目的ト レイ と給紙カセッ ト
を切り替えて給紙します。

� このキーを押してから操作を続ける よ う リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルにエラー
メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。その場合は、このキーを押してから操作を続
行してください。

� 3秒以上10秒以内の間押しつづける と標準ステータスページ*が印刷されます。
� 10秒以上押しつづける と、サービス・ステータスページが印刷されます。
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ステータスページ

各項目については、次のページで解説しています。

プリンタのフ ァームウェアのバージ ョ ンにより、標準ステータスページに印刷
される項目や値が異なる場合があります。

 KIR  Test pattern  ON

Memory

Installed Options 

Network Status Emulation

Toner Gauge

0 100 

Interfaces

Hardware Information 

Page Information

Error Log

STATUS PAGE
 FS-1010  Page Printer

Firmware Version:                                    Released:     1

3

10

11

5

6

7

2

8

9

4

!お知らせ
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1 � ファームウェアバージ ョ ン（Firmware Version）
ファームウェアのバージ ョ ンと発行日付です。

2 � プリンタ設定状況（Hardware Information）
用紙カセッ トにセッ ト されている用紙サイズと用紙種類、プ リ ンタの主な設定

項目についての情報を表示します。

3 � ページ情報（Page Information）
現在の解像度、設定印刷枚数、総印刷枚数を表示します。

4 � ネッ トワークステータス（Network Status）
ネッ ト ワーク関係の設定状態を表示します。TCP/IP 欄には、IP アド レス、サブ
ネッ トマスクアドレス、デフォルトゲート ウェイアドレスを表示します。

5 � メモリー使用状況（Memory）
プ リ ンタに装着されている総メモ リーと、現在使用可能な メモ リー、および現

在のRAM ディ スクの状態が表示されます。

6 � 装着オプシ ョ ン（Installed Options）
プリ ンタのオプシ ョ ン機器の装着状態を表示します。

7 � エ ミ ュレーシ ョ ン（Emulation）
設定できる全エ ミ ュレーシ ョ ンを表示します。 工場出荷時は PCL エ ミ ュレー
シ ョ ンに設定されています。

8 � イベン ト履歴（Error Log）
KPDL エラー、メモ リー関連のエラーおよびメモ リーカード関連のエラーが発
生した場合に、順番に 3つまでが表示されます。これらのエラーはリモート ・オ
ペレーシ ョ ンパネルを使用している と きに、コンピュータの画面に表示されま

す。

最後に起きたエラーはエラーログの先頭行に表示されます。エラーの処置方法

については、第 3章 困ったときはを参照して ください。 プリ ンタの電源を切る
と、エラー情報は消去されます。

9 � トナー残量（Toner Gauge）
トナーコンテナ内の、およその トナー残量を表示します。100 から 0 に近づくほ
ど トナーの残量が少なくな り ます。
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10 � インタフェース（Interfaces）
プリ ンタのすべてのインタフェース と、それぞれのインタフェースに設定され

ているエ ミ ュレーシ ョ ンとフォン ト関連の情報が表示されます。

11 � KIRテストパターン（KIR Test Pattern）
プリ ンタのKIRモードを設定する際に利用します。詳し くは 1-29ページのKIR
モードの選択 を参照してださい。



KM-NET Remote Operation Panel （リモート・オペレーシ ョ ンパネル）について

1-7

KM-NET Remote Operation Panel
（リモート・オペレーシ ョ ンパネル）について

リモート・オペレーシ ョ ンパネルはプリ ンタ付属のCD-ROMに収録されていま
す。 リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルをコンピュータにインス トールすれば、
コンピュータのディ スプレ イ上にプ リ ンタの状態や紙詰ま り などのエラー

メ ッセージを表示させた り、コンピュータからプ リ ンタの基本的な設定を行う

こ とができます。 リモート・オペレーシ ョ ンパネルから設定した内容は、プ リ
ンタのデフォルト設定になり ます。ただし印刷時はアプリケーシ ョ ンソフ ト か

らの設定が優先します。

動作環境

リモート・オペレーショ ンパネルは Windows 95/98/Me、Windows NT 4.0、Windows
2000、Windows XP 上で動作します。Windows 95/98/Me 上ではパラレルインタ
フェース接続またはネッ ト ワーク接続（TCP/IPまたはIPX/SPX）で、Windows NT
4.0、Windows 2000、Windows XP 上ではネッ ト ワーク接続でのみ使用する こ と
ができます。

� リモート・オペレーシ ョ ンパネルは上記以外のOS上では動作しません。ま
たリモート・オペレーシ ョ ンパネルは、プリンタ付属のCD-ROMに収録さ
れているKyocera Mita FS-1010 KXド ライバとの組み合わせで使用して く
ださい。

� ローカル接続している場合には、アプリケーシ ョ ンソフ トからの印刷は、
リモート・オペレーシ ョ ンパネルを閉じてから行って く ださい。

!お知らせ
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KM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルのインストール

プ リ ンタ付属の CD-ROM (Kyocera Mita Digital Library) をコンピュータの CD-
ROM ド ラ イブに挿入する と、セッ ト ア ップ画面が自動的に表示されます。リ
モート ・オペレーシ ョ ンパネルをインス トールするには、画面に表示される指

示に従って操作して ください。こ こでは Windows Me でのインス トールを例に
していますが、Windows 98/2000/XPでも同様の手順でインス トールできます。

1 Kyocera Mita Digital Library CD-ROM をコンピュータの CD-ROM ド ラ
イブにセッ ト して ください。しばら くする と、使用許諾の画面が表示さ

れます。

2 使用許諾を表示をク リ ッ ク して ください。 使用許諾契約書が表示されま
す。

コンピュータに Adobe Acrobat Reader がインス トールされていない場
合、次のダイアログボッ クスが表示されます。 はいボタンをク リ ッ クす
る と、Adobe Acrobat Reader をインス トールします。

3 表示された使用許諾契約書の内容をよ くお読みにな り、同意いただける

場合は使用許諾の画面に戻って、同意する（ ）を ク リ ッ ク して くださ

い。 しばら くする と、メ インメニューが表示されます。
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4 プリンタ  ユーテ ィ リテ ィ を ク リ ッ ク し、KM-NET Remote Operation
Panel  のインス ト ールを ク リ ッ ク して く ださい。リ モー ト・オペレー
シ ョ ンパネルのインス トールを開始します。
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KM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルの起動

1 Windowsのタスクバーにあるスタートボタンをク リ ッ ク してプログラム
にカーソルを合わせ、Kyocera Mita、KM-Net の順にカーソルを合わせて、
表示された項目の中からRemote Operation Panelをク リ ッ クしてくださ
い。

2 接続のためのウ ィザードが起動します。ローカル接続されたプ リ ンタに

接続するには、ローカルプリンタを選択して次へをク リ ッ ク して くださ

い。ネッ ト ワーク接続されたプ リ ンタに接続するには、ネッ トワークプ

リンタを選択して次へをク リ ッ ク して ください。

3 画面の指示にしたがって操作して ください。ウ ィザードに表示される内

容は選択した接続形態によって異な り ます。

ローカルプリンタ  

ネッ トワークプリンタ  
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KM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルの名称と機能

リモート・オペレーシ ョ ンパネルの起動画面

次の表でリモート・オペレーシ ョ ンパネル各部の名称と機能を説明します。図

の番号は、下表の参照番号の数字に対応します。

1

3 4 5

6 7

2 8

参照番号 名前 機能

1 メ ッセージディ スプレイ (1) ReadyやPaper jamなどの、プ リ ンタの状態やエラーメ ッセージを表
示します。プリ ンタのステータスが表示されます。

(2) 現在選択されているインタフェースを表示します。
PAR: 標準パラレルインタフェース
OPT: オプシ ョ ンのネッ ト ワーク インタフェース

(3) 現在選択されている給紙カセッ トの用紙サイズを表示します。
(4) 現在選択されている給紙カセッ トの用紙のタイプを表示します。

� (2)から (4)は、プリンタがネッ トワーク接続されている場合に表示され
ます。

� エラーが発生すると、(2)から (4)の表示は消え、エラーメ ッセージを表示
します。

2 プリ ンタの状態をアイコンで表示します。

: 印刷できます。

: 給紙カセッ トが正し く装着されていないか、または用紙が入ってい
ません。

: 紙詰ま りが起きています。3-14 ページの紙詰まりの処置 を参照し
て、詰まった用紙を取り除いてください。

: ト ナーが残 り少な くなっているか、または無く なっています。新し
い トナーコンテナに交換して ください。詳し くは、2-2 ページの ト
ナーコンテナの交換 を参照してください。

: エラーが起きています。3-5 ページの インジケータ  を参照して、表
示された メ ッセージについての説明をご覧ください。

次ページへ続く

(1) (3) (4)

(2) !お知らせ
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3 SET UP ボタン リモート・オペレーシ ョ ンパネルの以下の項目の基本設定を行えます。
� ポーリ ング間隔
� エラー通知
� プリ ンタ画像表示
詳し くは、1-13ページのKM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルの基本設
定 の基本設定を参照してください。

4 CONNECT ボタン プ リ ンタ と コンピュータの接続方法を選択する画面が表示されます。パラ
レルインタフェース接続またはネッ ト ワーク接続のいずれかを選択しま
す。詳し くは、1-16ページのプリンタとの接続 を参照して ください。

5 HELP ボタン ヘルプが表示されます。

6 GO ボタン このボタンはプリ ンタの  キーと同様に、以下の機能をもっています。
� プリ ンタのオンラ インとオフラ インの切り替え
� リモート・オペレーシ ョ ンパネルに Press GOのエラーメ ッセージが表
示された場合の処理の続行

プリンタがローカル接続されている場合は、ボタンに「GO」の文字は表示
されません。また、ボタン自体も機能しません。

7 MENU ボタン リ モー ト・オペレーシ ョ ンパネルから設定でき る、プ リ ン タの設定 メ
ニューを表示します。詳し くは、1-17 ページの設定メニュー を参照して く
ださい。

8 プ リ ン タ イ メ ー ジ プ リ ンタの状態をアニ メーシ ョ ンで視覚的に表示します。たとえばプリ ン
タの上部カバーが開いている場合、プ リ ンタイ メージの上部カバーも開い
て表示されます。

プリンタの状態が、プリンタイメージに反映されるまでに数分かかる場合
があります。

参照番号 名前 機能

!お知らせ

!お知らせ
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KM-NETリモート・オペレーシ ョ ンパネルの基本設定

リモート・オペレーシ ョ ンパネルでプ リ ンタの設定を行う前に、ポーリ ング間

隔、エラー通知、プ リ ンタの状態をモニタするための 3D表示のプリ ンタイ メー
ジを表示させるかど うかなど、リモート・オペレーシ ョ ンパネルの動作設定を

以下の手順で変更するこ とができます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面の SETUP ボタンをク リ ッ
ク して ください。

2 次のダイアログボッ クスが表示されますので、説明を読んで設定を行っ

てください。

ステータス更新

ステータス更新タブをク リ ッ ク して ください。

NIC設定ボタン
ト ラ ップを使用

ポーリング間隔
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ト ラ ップを使用（自動通知）

このチェ ッ クボッ クスをチェ ッ クする と、たとえば上部カバーが開いているか

閉まっているかなど、ネッ ト ワーク インタフェースカードから自動的に出力さ

れるプ リ ンタの状態に関する情報をリモート・オペレーシ ョ ンパネルが取得し

て、画面に表示します。この機能を有効にするにはネッ ト ワーク インタフェー

スカードからのステータス通知機能が有効になっている必要があ り ます。NIC
設定ボタンをク リ ッ ク してネッ ト ワーク インタフェースカードのホームペー

ジを開き、SNMPの ト ラ ップ通知を有効にして ください。

ポーリング間隔

このチェ ッ クボッ クスをチェ ッ ク してポーリングを有効にする と、リモート・

オペレーシ ョ ンパネルが一定の間隔でプリ ンタの状態の変化を確認します。こ

の間隔は、マウスでスラ イダを移動させるこ とで変更できます。初期設定値は5
秒です。 通常はポーリングを有効にしておいて ください。

エラー通知

エラー通知タブをク リ ッ ク して ください。該当するチェ ッ クボッ クスをチェ ッ

クする と、それぞれの項目が有効にな り ます。

こ こではエラー通知の方法を設定します。

音声

エラーが起こる と音声ファ イルが再生されます。チェ ッ クボッ クスをチェ ッ ク

してから音声ファイルボッ クス右のボタンをク リ ッ クする と、再生するファ イ

ルを選択するダイアログボッ クスが表示されますので、拡張子「.wav」のファ イ
ルを指定してください。

タスク ト レイに表示

エラーが起こ る と タスク ト レイにアイコンを表示して通知します。

最上位に表示

エラーが起こる と、そのと き開いている全ウ ィン ド ウの最上位にメ ッセージを

表示します。

タスク ト レイに表示

音声

最上位に表示
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画像

画像タブをク リ ッ ク して ください。

3D画像を表示する

プ リ ンタの状態をモニタするための、3D 表示のプ リ ンタ イ メージを表示しま
す。また、この画面でプ リ ンタ イ メージの表示位置とアニ メーシ ョ ン動作（固

定、回転、ランダム）を選択するこ と もできます。

3D画像を表示する 
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プリンタとの接続

リモート・オペレーシ ョ ンパネルは、プ リ ンタ と コンピュータがパラレルイン

タフェースでローカル接続されている場合にも、ネッ ト ワーク（TCP/IP または
IPX/SPX）接続されている場合にも使用する こ とができます。プ リ ンタ との接
続は、次の手順で行って ください。

1 リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のCONNECTボタンを ク
リ ッ ク して ください。

2 接続のためのウ ィザードが起動します。ローカル接続されたプ リ ンタに

接続するには、ローカルプリンタを選択して次へをク リ ッ ク して くださ

い。ネッ ト ワーク接続されたプ リ ンタに接続するには、ネッ トワークプ

リンタを選択して次へをク リ ッ ク して ください。

3 画面の指示にしたがって操作して ください。ウ ィザードに表示される内

容は選択した接続形態によって異なり ます。

ローカルプリンタ  

ネッ トワークプリンタ
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設定メニュー

リモート・オペレーシ ョ ンパネルの MENU ボタンを ク リ ッ クする と、設定メ
ニューが表示されます。 メニューに表示される内容は、プ リ ンタにインス トー
ルされたオプシ ョ ン とパラレルインタフェース接続かネッ ト ワーク接続かに

よって異な り ます。

リモート・オペレーシ ョ ンパネルでパスワードを設定している場合、はじめに
パスワードの入力画面が表示されますので、パスワードを入力して OK ボタン
をクリ ックして く ださい。詳し くは、1-42 ページのプリンタのパスワード設定
を参照して く ださい。

!お知らせ
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用紙に関連する設定

コピー枚数（印刷枚数）の設定

こ こでは印刷時のコピー枚数（印刷枚数）を設定します。こ こで設定した値が、

現在のインタフェースのデフォルト設定値にな り ます。初期値と して 1 が設定
されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。印刷制御をダブルク リ ッ ク し、コピー枚数を

ク リ ッ ク して ください。 

3 コピー枚数のスピンボッ クスの▲または▼ボタンをク リ ッ クするか、コ

ンボボッ クス内に印刷したい数値を直接入力して ください。最大 999 枚
まで設定できます。

4 数値を入力し、OK ボタンをク リ ッ クする と リモート・オペレーシ ョ ンパ
ネルの初期画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

コピー枚数

印刷制御

コピー枚数
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印刷方向の設定

こ こでは、印刷する向きを選択します。初期設定は縦印字です。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。印刷制御をダブルク リ ッ ク し、印字方向を ク

リ ッ ク して ください。右側のラジオボタンを ク リ ッ ク して縦印字、横印

字のいずれかを選択して ください。

3 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

4 プ リ ンタの電源を入れ直してプ リ ンタを再起動して ください。プ リ ンタ

が再起動される と設定が有効になり ます。

縦印字/横印字

印刷制御

印字方向



用紙に関連する設定

1-20

給紙元の選択

用紙の給紙元を選択します。初期設定ではプ リ ンタの給紙カセッ ト （カセッ ト

1）が選択されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。カセ ッ ト情報をダブルク リ ッ ク して くださ

い。 

3 給紙カセッ トのプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ クする と、給紙

元の一覧が表示されますので、選択したい給紙元をク リ ッ ク して くださ

い。Multi Purpose Trayは多目的ト レイ、カセッ ト  1はプリ ンタの給紙カ
セッ ト、オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着している場合は、カセッ

ト 2 が表示されます。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

カセッ ト情報

現在の給紙元
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用紙サイズの設定 

各給紙元の用紙サイズを設定します。初期設定は A4 サイズが設定されていま
す。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。カセッ ト情報をダブルク リ ッ クする と、給紙

元が表示されます。オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着している場合

は、カセッ ト 2も表示されます。

3 プリ ンタの給紙カセッ ト を設定するにはカセ ッ ト 1をダブルク リ ッ ク
し、用紙サイズをク リ ッ ク してく ださい。

カセッ ト情報

給紙元

用紙サイズ

カセッ ト 1
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4 用紙サイズのプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ ク し、設定したい

用紙サイズを選択して ください。

多目的ト レイや、オプシ ョ ンのPF-17の用紙サイズを設定する場合も、同
様に設定を行って く ださい。

5 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

用紙サイズ

!お知らせ
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給紙元の用紙タイプ設定

給紙元ごとに用紙タイプを選択するこ とができます。デフォルトは Plain（普通
紙）です。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。カセッ ト情報をダブルク リ ッ クする と、プ リ

ンタの給紙元が表示されます。

3 カセッ ト 1をダブルク リ ッ ク し、 用紙タイプをク リ ッ ク して ください。

4 用紙タイプのプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ ク し、用紙のタイ

プを選択して ください。

カセッ ト情報

給紙元

カセッ ト 1
用紙タイプ

用紙タイプ
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設定可能な用紙タイプについては下の表を参照してください。

* 任意の用紙タイプ設定を、8種類まで登録できます。詳し くは、1-26ページの用紙の厚さ
設定 を参照してください。

多目的ト レイ（Multi Purpose Tray）や、オプシ ョ ンの PF-17（カセッ ト  2）
の用紙タイプを設定する場合も、同様に設定を行って く ださい。

5 用紙タイプを選択したら、OK ボタンをク リ ッ ク して、初期画面に戻り ま
す。指定した給紙元の用紙タイプが変更されています。

給紙元
用紙タイプ

多目的ト レイ 給紙カセッ ト

Plain (普通紙)[64～90 g/m2] ○ ○

Transparency （OHPフ ィルム） ○ ×

Preprinted (プレ印刷紙) ○ ○

Labels (ラベル用紙) ○ ×

Bond （証券） ○ ○

Recycled （再生紙）[64～90 g/m2] ○ ○

Vellum （薄紙）[64 g/m2未満] ○ ×

Rough （厚紙）[90 g/m2以上] ○ ○

Letterhead (レターヘッ ド ) ○ ○

Color （着色紙） ○ ○

Prepunched （穴あき用紙） ○ ○

Envelope （封筒） ○ ×

Cardstock （はがき） ○ ×

Custom 1から8 （ユーザー定義）* ○ ○

○ : 給紙できます × : 給紙できません

!お知らせ
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給紙元のプロパテ ィ

給紙元の用紙の有無や、セッ ト できる用紙枚数など、給紙元の情報を確認でき

ます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。カセッ ト情報をダブルク リ ッ クする と、給紙

元が表示されます。オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着している場合

は、カセッ ト 1 の下にカセッ ト 2も表示されます。

3 情報を確認したい給紙元を ク リ ッ クする と、プロパテ ィが表示されま

す。

カセッ ト情報

給紙元

セッ トできる最大用紙枚数を
表示します。

用紙があるかないかを表示します。
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用紙の厚さ設定

任意（カスタム）に設定した用紙タ イプの、紙の厚さを設定する こ とができま

す。普通、重い、軽いから選択して ください。初期設定では普通に設定されてい

ます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。用紙タイプをダブルク リ ッ クする と、用紙タ

イプが表示されます。

3 Custom 1をダブルク リ ッ ク し、ウェイ トをク リ ッ ク して ください。

4 ウェイ トのプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ ク し、用紙のウェイ

ト を普通、重い、軽いから選択して ください。

用紙タイプ

ウェイ ト
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用紙のウェイ ト と設定の関係は、次の表を参照して ください。

Custom 2～8の用紙タイプのウェイ ト を設定する場合も、同様に設定を
行って く ださい。

5 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

用紙タイプの設定 用紙の厚さ

軽い 64 g/m2未満

普通（初期設定） 64～90 g/m2 
OHPフ ィルム（多目的ト レイのみ）

重い 90 g/m2以上
封筒（64～90 g/m2）［多目的ト レイのみ］

!お知らせ
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プリンタの基本設定

印刷濃度の設定

任意（カスタム）に設定した用紙タイプでは、それぞれに印刷濃度を設定するこ

とができます。最も薄い1から、最も濃い5まで5段階のレベルが選択できます。
初期値と して3が設定されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。用紙タイプをダブルク リ ッ クする と、用紙の

種類が表示されます。 

3 任意（カスタム）に設定した用紙タイプ（Custom 1 ～ 8）をダブルク リ ッ
ク し、印字濃度を ク リ ッ ク して ください。マウスで印字濃度のスラ イダ

を左に動かすと薄く、右に動かすと濃くな り ます。

Custom 1～8以外の用紙タイプは、最適な印刷濃度が設定されているた
め、変更できません。

4 印刷濃度を選択したら、OK ボタンをク リ ッ クする と リモート・オペレー
シ ョ ンパネルの初期画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

用紙タイプ

スライダ

濃い薄い

印字濃度

!お知らせ
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KIRモードの選択

本プ リ ンタはスムージング機能、KIR（Kyocera Image Refinement）を搭載して
います。KIR はプ リ ンタの解像度をソフ ト的に向上させる こ とによって、高品
質の印刷を実現します。KIRは初期設定ではオンに設定されています。

KIRはプリンタの印刷スピードには影響しません。

KIRモードの設定は次の手順で変更できます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。印字品質をダブルク リ ッ ク して、KIRをク リ ッ
ク して ください。画面右側のラジオボタンをク リ ッ ク して KIR モードの
オン とオフを切り替えるこ とができます。

3 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

KIRは標準ステータスページの最下段にあるKIRチェ ッ ク ラ インを確認しなが
ら、最適な設定を行う こ とができます。標準ステータスページの印刷方法につ

いては、1-3ページのキーの機能 を参照して ください。

KIRモード： オフ KIRモード： オン

Q
!お知らせ

オン/オフ

印字品質

KIR
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ステータスページ

　最適な状態

最適なKIR状態です。

　濃すぎる状態

KIR モードをオフに設定してみてください。設
定をした後、再度ステータスページを印刷して

ください。それでも濃いと思われる場合は、印

字濃度を調整して ください。（1-28 ページの印
刷濃度の設定 を参照）

　薄すぎる状態

KIR モードをオンに設定してみてください。設
定をした後、再度ステータスページを印刷して

ください。それでも濃いと思われる場合は、印

字濃度を調整して ください。（1-28 ページの印
刷濃度の設定 を参照）

 KIR  Test pattern  ON

Memory

Installed Options 

Network Status Emulation

Toner Gauge

0 100 

Interfaces

Hardware Information 

Page Information

Error Log

STATUS PAGE
 FS-1010  Page Printer

Firmware Version:                                    Released:     

KIRチェ ック・ライン
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エコプリン トモードの選択 

本プ リ ンタは トナーの消費量を抑えて印刷を行う、エコプ リ ン ト （Ecoprint）機
能を搭載しています。エコプリ ン トは、初期設定ではオフに設定されています。

エコプリ ン ト をオンに設定する と、トナーの消費量は抑えられ印刷は薄く感じ

られます。

エコプリン トは、プリンタの印刷スピードには影響しません。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。印字品質をダブルク リ ッ ク して、エコプリン

ト をク リ ッ ク して ください。画面右側のラジオボタンをク リ ッ ク してエ

コプリ ン トのオン とオフを切り替えてください。

3 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

エコプリン ト： オフ エコプリン ト： オン

!お知らせ

オン/オフ

エコプリン ト

印字品質
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解像度の選択

プリ ンタの解像度を設定するこ とができます。初期設定ではFast 1200モードに
設定されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。印字品質をダブルク リ ッ ク して、解像度を ク

リ ッ ク して ください。

3 解像度のプルダウン メニューの▼ボタンを ク リ ッ ク し、Fast 1200、600
または300 （dpi）を選択して ください。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

印字品質

解像度

解像度
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自動改ページ待ち時間（タイムアウト）の設定

プリ ンタはコンピュータから最後のデータを受け取ったあと、コンピュータか

らデータが終了したこ とを示す情報がないと、最後のページを印刷せずに一定

時間待機し ます。あらかじめ設定された待ち時間が経過する と、自動的に改

ページを行います。待ち時間は 5秒単位で最大 495秒までの設定が可能です。初
期設定は30秒に設定されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。システムをダブルク リ ッ ク して ください。

3 タイムアウトをク リ ッ ク し、マウスで画面右側のスラ イダを左右に動か

してタ イムアウ ト時間を設定して ください。0 秒に設定する と、自動改
ページは行いません。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画
面に戻り ます。これで設定は変更されます。

システム

スライダ

タイムアウト
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スリープモードの設定

本プリ ンタは、データの受信や印刷などの処理を行っていないと きに消費電力

を抑えるス リープモードを搭載しています。データの受信や処理を行わない状

態がどれだけ続 く と ス リープモードに切 り替わるかを設定する こ とができま

す。初期設定では5分に設定されています。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。システムをダブルク リ ッ ク し、スリープモー

ド設定をダブルク リ ッ ク して ください。

3 スリープモードをク リ ッ ク し、画面右側のラジオボタンをク リ ッ ク して

ス リープモードのオン とオフを切り替えてください。

システム

オン/オフ
スリープモード
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4 スリープモード設定をオンにした場合は、次にスリープ時間をク リ ッ ク

し、マウスで画面右側のスラ イダを左右に動かしてス リープモードに切

り替わるまでの時間を設定します。時間は 5分から 240分まで 5分単位で
設定するこ とができます。

5 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

スリープ時間

スライダ
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エ ミ ュレーシ ョ ンの選択

エ ミ ュレーシ ョ ンは、プ リ ンタのインタフェースごとに設定するこ とができま

す。本プ リ ンタで選択できるエ ミ ュレーシ ョ ンは以下のとおりです。設定した

エ ミ ュレーシ ョ ンは、プ リ ンタの電源が切れた後も記憶されます。初期設定で

はPCLが選択されています。

� Line Printer
� IBM Proprinter
� DIABLO 630
� EPSON LQ-850
� PCL（初期設定）
� KPDL
� AUTO（KPDL AUTO）

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メ ニューが表示されます。エ ミ ュレーシ ョ ンをダブルク リ ッ ク し、エ

ミ ュレーシ ョ ンの設定を行う インタフェースをク リ ッ ク して ください。

（下の画面はパラレルポートを選択した例です。）

3 パラレルポートのプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ ク し、エ ミ ュ

レーシ ョ ンを選択して ください。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

5 プ リ ンタの電源を入れ直してプ リ ンタを再起動して ください。プ リ ンタ

が再起動する と設定が有効になり ます。

インタフェース

エ ミ ュレーシ ョ ン

エ ミ ューレーシ ョ ン
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ネッ トワークインタフェースカードの設定

オプシ ョ ンのネッ ト ワーク インタフェースカードを装着している場合に、その

バージ ョ ン、シ リアルナンバー、型名、ネッ ト ワークアドレスなどの情報を確認

するこ とができます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。接続設定をダブルク リ ッ ク し、ネッ トワーク

カードをク リ ッ クする と、ネッ ト ワーク インタフェースカードのプロパ

ティ項目が表示されます。

3 内容確認したい項目をク リ ッ クする と、画面の右側に選択した項目のプ

ロパティが表示されます。（下の画面はIPアドレスを選択した例です。）

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

プロパテ ィ項目

接続設定

ネッ トワークカード

プロパテ ィ

IPアドレス
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RAMディスクの設定

RAM ディ ス ク とはメモ リーの一部を利用した仮想ディ ス ク領域で、プ リ ンタ

の総メモ リーの中から任意のメモ リーサイズを RAMディ スク と して設定する
こ とによって電子ソートが可能にな り、トータルの印刷時間を短縮できます。

RAMディ スクは、初期設定ではオフに設定されています。

� RAMディスクに書きこまれたデータは、プリンタをリセッ ト したり電源を
切った場合には消去されますのでご注意ください。

� RAM デ ィ ス クはプ リ ン タの「User available memory」（標準ステータ ス
ページの中で確認できます。）の中から設定されます。したがってRAMディ
スクの設定値によっては、プリンタの印刷速度が落ちたり、メモリー不足
が発生したりする場合がありますのでご注意ください。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。RAM DISK モードをダブルク リ ッ ク し、画面
右側のラジオボタンのオンをク リ ッ ク して ください。

3 RAM ディ スクのサイズを設定するには RAM DISK サイズをク リ ッ ク
し、画面右側にあるスピンボッ クスの▲または▼ボタンをク リ ッ クする

か、ボッ クスに直接数値を入力して ください。

!お知らせ

RAM DISKモード

RAM DISKサイズ

RAM DISKサイズ
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RAMディスクの最大値はプリンタの総メモリーから 9MBを引いたもの
です。RAM ディスクをオンにしたときの初期値は 7MB (16MB-9MB) で
す。メモリーサイズの合計が 21MB以上 144MB (最大値 )以下の場合、リ
モート・オペレーシ ョ ンパネルには、RAM ディスクサイズは実際のメモ
リーサイズに関係な く工場出荷時の 12MB が表示されます。▲ボタンを
使用して、この値を最高135MBまで大き くすることができます。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

5 電源を入れ直してプ リ ンタを再起動して ください。再起動後に設定が有

効になり ます。

トナー残量の確認

1 リモート ・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。消耗品をダブルク リ ッ ク し、トナーを ク リ ッ

ク して ください。

画面右側に トナーの残量が表示されます。

ト ナー交換後に トナーカウンタを リセ ッ ト するこ とによ り、正しい ト
ナー残量が表示されます。

!お知らせ

!お知らせ
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リモート・オペレーシ ョ ンパネルの表示言語の選択

リモート・オペレーシ ョ ンパネルの表示言語を、変更するこ とができます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。システムをダブルク リ ッ ク し、表示言語を ク

リ ッ ク して ください。

3 表示言語のプルダウン メニューの▼ボタンをク リ ッ ク し、表示言語を選

択して ください。（下の画像はド イツ語を選択した例です。）

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

システム

表示言語

表示言語
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その他の設定

プリンタの設定

プリ ンタのシ リアルナンバー、これまでの総印刷枚数などを確認するこ とがで

きます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。 

2 メニューが表示されます。一般をダブルク リ ッ クする と、各確認項目が

表示されます。

3 内容を確認したい項目をク リ ッ クする と、画面右側にその内容が表示さ

れます。（下の画面はトータル印字枚数を選択した例です。）

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

確認項目

一般

トータル印字枚数

トータル印字枚数
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プリンタのパスワード設定

ネッ ト ワーク接続している場合には、プ リ ンタにパスワードを設定するこ とが

できます。パスワードを設定する と、リモート・オペレーシ ョ ンパネルで設定を

変更する と きにパスワードの入力が必要にな り ます。ただし、印刷はパスワー

ドを入力しな くても行う こ とができます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。セキュ リテ ィ をダブルク リ ッ ク し、パスワー

ドをク リ ッ ク して ください。

3 パスワードボタンをク リ ッ クする と、パスワード設定ダイアログボッ ク

スが表示されます。

セキュリテ ィ

パスワード

パスワードボタン

パスワード設定
ダイアログボックス
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4 新しいパスワードに設定したいパスワード を入力し、確認のためパス

ワードの確認入力にも う 1度同じパスワードを入力して ください。 

OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルにパス
ワードが設定されます。パスワードは忘れないよ う必ず控えを取って く

ださい。パスワードを設定する と、次回から、リモー ト・オペレーシ ョ ン

パネルの MENU ボタンをク リ ッ ク したと きに次のよ う なパスワード入
力画面が表示されます。パスワードを入力し、OK ボタンをク リ ッ クする
と リモート・オペレーシ ョ ンパネルのメニューが表示されます。

パスワードを変更するには

設定したパスワードを変更や解除するには、リモート・オペレーシ ョ ンパネル

で次の手順を行ってください。

パスワード設定ダイアログボッ クス（手順1～3を参照）を表示させ、使用中のパ
スワードに現在設定されているパスワードを入力して ください。パスワードを

変更するには、新しいパスワードに新し く設定するパスワードを入力し、パス

ワードの確認入力に確認のためも う 1度同じパスワードを入力してOKボタン
をク リ ッ ク して ください。設定したパスワードを解除するには新しいパスワー

ド とパスワードの確認入力を空欄にしたままOKボタンをク リ ッ ク して くださ
い。

新しいパスワードを入力

も う1度、同じパスワードを入力
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プリンタ メモリーの確認

プ リ ンタに搭載された総メモ リー量と空き メモ リー量を確認する こ とができ

ます。また、ネッ ト ワーク接続している場合には、プ リ ンタに搭載された メモ

リースロ ッ トの数も確認できます。（FS-1010のメモ リースロ ッ トは1つです。）

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。メモリをダブルク リ ッ クする と メモ リーに関

する項目が表示されます。

3 フリー/ トータルメモリをク リ ッ クする とプリ ンタの空き メモ リーと、搭
載されている総メモ リー容量を確認するこ とができます。メモリスロッ

ト数を ク リ ッ クする とプ リ ンタの メモ リースロ ッ ト の数が表示されま

す（FS-1010のメモ リースロ ッ トは1つです）。

ホス トバッ フ ァに関する項目については、次ページのホス トバッ フ ァの
設定 を参照して く ださい。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

メモリに関する項目

メモリ

プリンタの総メモリ容量

プリンタの空きメモリ容量

!お知らせ
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ホストバッファの設定

ホス トバッファはプ リ ンタの メ イン メモ リー内に設けられる共有メモ リーエ

リアで、異なるインタフェース経由で送られて く るデータを同時に処理するた

めに使われます。本プリ ンタは、3つのインタフェースから送られて く るデータ
を処理するためにバッファ1、バッファ2、バッファ3の 3つのホス トバッファを
搭載しています。

ホストバッファモードが固定に設定されている と、バッファ1 はパラレルイン
タフェース経由で送られて く るデータだけに、バッファ2 はネッ ト ワーク イン
タフェース経由で送られて く るデータだけに使用されます。バッファ3 には、
USB インタフェースで受信されたデータだけが格納されます。初期設定では固
定に設定されています。ホス トバッ フ ァモードが自動に設定されている と、コ

ンピュータから送られて く るプ リ ン トデータは、空いているバッファに蓄積さ

れます。このと き、異なる インタフェースからデータが送られて く る と、その

データは使用していないも う一方のホス トバッファに蓄積されます。

ホス トバッファのサイズは、工場出荷時には3つのバッファの合計が500 KBに
設定されていますが、この設定はプリ ス ク ラ イブ FRPO H8 コマン ドを使って
変更するこ とができます（詳し くは、第5章  ファームウェアパラ メータ   を参照
して ください）。総バッファサイズは 5 KBからプリ ンタの空き メモ リーの容量
の範囲で設定するこ とができます。

ホストバッファモード とホストバッファサイズは、初期設定のままお使いにな
ることをおすすめします。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。メモリをダブルク リ ッ ク し、ホス トバッ フ ァ

モードをク リ ッ ク して ください。

!お知らせ

ホストバッファモード

メモリ
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3 ホス トバッ フ ァモードのラジオボタンを ク リ ッ ク して固定または自動

のいずれかを選択して ください。

4 ホス トバッ フ ァサイズをク リ ッ ク して ください。画面右側のスピンボッ

クスの▲または▼ボタンをク リ ッ クするか、ホス トバッファに設定する

サイズを KB 単位で直接ボッ ク ス内に入力して ください。ホス ト バッ
ファサイズの合計は 10 KB単位で設定できますが、1 KBずつ増減させる
こ とができます。

固定/自動

ホストバッファサイズ

ホストバッファサイズ
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固定資産番号の設定

ネッ ト ワーク接続している場合には、プ リ ンタに固定資産番号を設定するこ と

ができます。設定された固定資産番号はプリ ンタ内部に記録されます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。一般をダブルク リ ッ ク し、ユーザ設定をダブ

ルク リ ッ ク して ください。

3 固定資産番号をク リ ッ ク し、画面右側のテキス トボッ クスに固定資産番

号を入力して ください。

4 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。これで設定は変更されます。

ユーザ設定

一般
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リソースリストの表示

ネ ッ ト ワーク接続している場合には、フォン ト 、プログ ラム、マ ク ロ、ホス ト

データなどのリ ソースを表示するこ とができます。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 リソースタブをク リ ッ ク して ください。

3 リ ソースを表示したい項目のチェ ッ クボッ ク スを ク リ ッ ク して くださ

い。（下の画面はフォン トをク リ ッ ク した例です。）

4 表示ボタンを ク リ ッ クする と、チェ ッ ク（ ）をつけた項目の リ ソース

が表示されます。

5 OK ボタンを ク リ ッ クする と リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルの初期
画面に戻り ます。

リソースタブ

フォン トのチェ ックボックス

表示ボタン
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プリスクライブコマンドをプリンタに送る

プ リ ンタがネッ ト ワーク接続（TCP/IP）されている場合は、京セラ ミ タ・ページ
プリ ンタのプ リ ンタ制御言語であるプ リ ス ク ラ イブコマン ドを使って、プ リ ン

タにコマン ドを送るこ とができます。また、プ リ ンタ内部の設定を確認した り、

設定した りするこ と もできます。

プリスクライブコマンド と FRPOの設定については、プリスクライブ II プログ
ラ ミングマニュアルが用意されています（別売）。

1 リモート・オペレーシ ョ ンパネルの初期画面のMENUボタンをク リ ッ ク
して ください。

2 メニューが表示されます。メニューからブロードキャス ト を ク リ ッ ク

し、画面右側のブロードキャストボタンをク リ ッ ク して ください。

3 ブロードキャストのダイアログボッ クスが表示されます。

ブロードキャスト

ネッ ト ワーク（TCP/IP）接続の場合、プ リ ンタにプ リ ス ク ラ イブコマン ドを送信
できます。ブロードキャストのテキス トボッ クスにプ リ スク ラ イブコマン ドを

入力し（最大256文字）、送るボタンをク リ ッ クする とプ リ ンタに送信されます。
（ステータスページを印刷するコマン ド例：!R! STAT; EXIT, E;）

!お知らせ

ブロードキャスト

ブロードキャストボタン

FRPOテキストボックス

ブロードキャストのテキスト
ボックス
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FRPO設定

プリ ンタの現在の設定状況を確認した り、設定を変更できます。FRPOはプリ ン
タの内部パラ メータを変更するプリ スク ラ イブコマン ドで、FRPO で設定され
た内容は電源を切ってもプ リ ンタに記憶されます。FRPO のパラ メータはすべ
て 2文字で表わされ、たとえばプリ ンタの給紙カセッ ト を表すパラ メータはR4
です。詳し くは第5章  ファームウェアパラ メータ  を参照して ください。

該当するオプシ ョ ン装置などを装着した場合のみ、有効になるコマンド もあり
ます。

現在プリンタに設定されているFRPOパラ メータの設定値を確認する。

1 FRPOテキス トボッ クスにパラ メータ（例: R4）を入力して ください。

2 取得ボタンをク リ ッ クする と、値ボッ クスに設定値が表示されます。

FRPOパラ メータの設定値を変更する。

1 前ページと同様の手順で値ボッ クスに設定値を表示させてください。

2 値ボッ クスに表示されている現在の設定値を消去し、新しい設定値を入

力して ください。たとえば、デフォル トの給紙元を多目的 ト レイに変更

する場合は値ボッ クスに表示されている 1 を消去して 0 を入力して くだ
さい。

3 設定ボタンをク リ ッ クする と、設定値が変更されます。

!お知らせ
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第 2章 日常のメンテナンス
2

この章ではトナーコンテナの交換と、レジス ト ローラやチャージャワイヤなどの部品の清掃につ

いて解説します。

トナーコンテナの交換 ................................................................ 2-2
清掃 ............................................................................................. 2-7
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トナーコンテナの交換

トナーが残 り少な くなる と、プ リ ンタ操作パネル上の  （ ト ナー）インジケー
タが点滅します。また トナーが無く なる と   インジケータは点灯し、プ リ ン
タは停止します。  インジケータが点滅したら早めに新しい トナーコンテナ
と交換して、プ リ ンタ内を清掃して ください。

トナーコンテナの交換時期

トナーコンテナ（TK-17）は約 6,000 ページ印刷するごとに交換する必要があ り
ます（A4、印刷率約 5%、エコプリ ン トモード : オフ時）。

新しいプ リ ンタに最初に装着する付属の トナーコンテナでは、現像ユニッ ト内

に トナーをいきわたらせるため、これよ り少ない印刷枚数にな り ます（上記と

同じ条件で約 3,000ページ）。

トナーキッ ト （TK-17）の内容

� トナーコンテナ

� 清掃用布

� トナーコンテナ引き取り回収依頼書

� 廃棄用ポ リ袋（プ リ ンタ付属のトナーキッ トには含まれていません。）

� 取扱い説明書（プ リ ンタ付属のトナーキッ トには含まれていません。）

� トナーコンテナの交換の際には、フロッピーディスクなどを近くに置かな
いで ください。

� ト ナーコンテナの交換後は、プリンタ内部の清掃を行って く ださい。詳し
くは2-7ページの清掃 を参照して く ださい。

� プリンタのト ラブル防止や、末永 く プリンタをご使用いただ く ため、純正
トナーキッ トのご使用をおすすめします。

!お知らせ
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トナーの補給

1 上部カバーを開きます。図のよ うに上部カバーの左右の角を持ち、止ま

るまで開いてください。

2 ロ ッ ク レバー1（緑色）を矢印の方向（解除①位置）にし、次にロ ッ ク レ
バー2を矢印の方向（解除②側）に引いてください。

上部カバー

ロックレバー1
ロックレバー2
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3 プ リ ンタから古いトナーコンテナを静かに取り出し、取り出した トナー

コンテナは、ト ナーが飛散しないよ う、新しい トナーキッ ト に付属して

いる廃棄用ポリ袋に密封して処理して ください。 

京セラ ミ タでは環境問題を考慮し、使用済みトナーコンテナの無償回収
を実施しております。詳し く は、ト ナーコンテナに同梱されている「ト
ナーコンテナ引き取り回収依頼書」または京セラ ミ タジャパン株式会社
のホームページ（http://www.kyoceramita.co.jp/jp）をご覧 く ださい。

4 新しいトナーコンテナを トナーキッ トから取り出し、内部の トナーが均

一になるよ う に、オレンジ色の保護シールが貼られた面を上にして、水

平方向に5回以上振って ください。

廃棄用ポリ袋

古いトナーコンテナ

!お知らせ

新しいトナーコンテナを
5回以上振る。
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5 オレンジ色の保護シールを取り除いてください。

6 図のよ うに新しいトナーコンテナをプ リ ンタに装着して ください。

7 図のよ うに トナーコンテナ上部のセッ ト①強く押すの部分を、カチッ と

音がするまで押し込んで確実に装着して ください。

保護シール

新しいトナーコンテナ
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8 ロックレバー1を押して②セッ ト位置にして ください。

9 上部カバーの左右の角を押し、し っか り と閉じて く ださい。以上で ト

ナーコンテナの交換は終了です。

� ト ナーコンテナを交換しても、プ リ ン タの操作パネルの インジ
ケータが点滅しているときはトナーコンテナを取り出し、も う一度
トナーコンテナを振ってから再度装着して く ださい。

� 次にプリンタの電源を入れる際に、 インジケータが点灯するまで
 キーを押したままにして く ださい。リモート・オペレーシ ョ ンパ

ネルのトナー残量表示で、トナー残量が確認できます。詳し くは1-39
ページのトナー残量の確認 を参照して く ださい。

次にプリ ンタの清掃を行います。次ページからの清掃 をお読みくださ
い。

ロックレバー1

上部カバー

!お知らせ
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清掃

トナーコンテナの交換時には、以下に説明する手順でプリ ンタ内部の清掃をし

て ください。また、最良の印刷品質を保つために トナーコンテナ交換時以外も、

定期的（月に1度程度）にプ リ ンタ内部の清掃を行ってください。

1 プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開きます。図のよ うにカバーの左

右の角を持ち、止まるまで開いてください。

2 トナーコンテナと一緒に、プロセスユニッ ト をプ リ ンタから取り出しま

す。 

上部カバー

前面カバー

プロセスユニッ ト

トナーコンテナ
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� プロセスユニッ トには感光ド ラム等の精密部品が含まれています。
衝撃を与えたり、緑色のド ラム部分に手を触れたり しないで く ださ
い。また、直射日光や強い光にさらすと印刷品質が劣化します。プロ
セスユニッ トは清掃が終わったら速やかにプリンタに戻して く ださ
い。

� 取り出したプロセスユニッ ト を一時的に別の場所に置く場合は、水
平な場所に横にして置いて ください。立てて置かないで ください。
そのままプリンタに再装着すると、印刷品質が劣化します。

3 ト ナーキッ ト に付属の清掃用布で、レジス トローラ（金属）部に付着して

いる紙粉や汚れを拭き取って ください。清掃中は転写ローラ（黒）に触れ

ないよ う ご注意ください。印刷品質が低下する原因になり ます。

!お知らせ

プロセスユニッ ト

レジストローラ（金属）

転写ローラ（黒色） 清掃用布
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4 プロセスユニッ ト の上側のチャージャク リーナ・ツマ ミ （緑色）を、図の

よ う に 2、3 回左右にス ラ イ ド させて く ださい。これによ って内部の
チャージャが清掃されます。清掃後は必ずCLEANER HOME POSITION

 表示がある位置にツマミを戻して ください。

チャージャ ク リーナ・ツマ ミは、忘れずに元の位置（CLEANER HOME
POSITION  表示位置）に戻して く ださい。位置が正し く ないと、黒い
帯が印刷されます。

5 清掃が完了したら、取 り外したプロセスユニ ッ ト をプ リ ンタに戻し ま

す。プロセスユニッ トの両端を左右のガイ ドに合わせて、プ リ ンタに装

着して ください。 

チャージャクリーナ・ツマミ

!お知らせ

プロセスユニッ ト
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6 前面カバーを閉じてください。 

7 上部カバーの左右の角を押し、しっか り と閉じて ください。以上で清掃

は終了です。

前面カバー

上部カバー
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第 3章 困ったときは
3

この章では、プ リ ンタに問題が発生した際の対処のしかたを解説しています。問題が解決できな

い場合は、お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連

絡ください。

一般的な問題について ................................................................ 3-2
印刷品質の問題 ........................................................................... 3-3
インジケータ  .............................................................................. 3-5
紙詰まりの処置 ......................................................................... 3-14
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一般的な問題について

問題と見られる症状の中には、お客様ご自身で解決できるものが少な くあ り ません。プ リ ンタに何らかの問題

が発生した場合は、故障とお考えになる前に以下のチェ ッ クを行ってみてください。

以上のチェ ッ クを行ってみても、問題が解決されない場合は、お買い求めの京

セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連絡くださ

い。

現象 確認事項 処置

印刷できない。 イ ンジケータ を確認
して ください。

消灯 下記の項目を見て、該当するチェ ッ クを行って
みてください。

点滅 速い点滅 : エラーが起きています。詳し くは 3-5
ページのインジケータ  を参照してください。
遅い点滅 : プリ ンタがオフラインになっていま
す。  キーを押してオンラ インに切 り替えて
ください。

点灯 以下の項目を見て、該当するチェ ッ クを行って
みてください。

ステータスページが印刷
できるか確認して くださ
い。

ス テ ー タ ス
ページは印刷
できる。

コンピュータ との接続に問題がある可能性が
あ り ます。また、以下の項目を見て、該当する項
目があればチェ ッ クを行ってみてください。

印刷の品質が悪い。 3-3ページの印刷品質の問題 を参照してくださ
い。 

用紙が詰まった。 3-14 ページの紙詰まりの処置 を参照して くだ
さい。 

電源を入れても、コン
ト ロールパネルに何
も点灯しない。ファン
の回る音も しない。

電源コードがプリ ンタ と コンセン トに差し
込まれているか確認して ください。

電源を一度切ってから、電源コードを確実に差
し込み、も う一度電源を入れなおして く ださ
い。

電源スイ ッチがON (|)の位置になっているか確認して ください。

ステータ スページは
正常に印刷するが、コ
ン ピ ュ ー タ か ら の
データは正常に印刷
されない。

接続しているケーブルを確認して く ださ
い。

接続しているケーブルは両端と も確実に接続
して ください。ケーブルを別のものと交換して
みて ください。本プ リ ンタのインタフェース仕
様については、付録 Cを参照して ください。

プログラムファ イルやアプ リケーシ ョ ンソ
フ ト を調べてみてください。

別のファ イルを印刷してみるか、別の印刷コマ
ン ドを使ってみて ください。ある一定のファ イ
ルやアプ リ ケーシ ョ ンのみに問題が発生する
よ うであれば、そのアプ リケーシ ョ ンのプ リ ン
タ設定等を確認して ください。
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印刷品質の問題

印刷品質の問題には、印刷ムラから白紙出力などさまざまな症状があ り ます。こ こではそれぞれの症状に応

じ、処置の方法を説明します。こ こで説明する処置を行っても問題が解決されない場合は、お買い求めの京セ

ラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

印刷例 処置

全体が真っ黒になる。 お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、
またはお客様相談窓口にご連絡ください。

白抜けや黒点や横線が印刷される。 チャージャワイヤを清掃して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ ト を取り出し、緑色のチャージャ ク リーナ・ツマ ミ を
左右に数回往復させて、チャージャ ワ イヤを清掃して く
ださい。詳し くは2-7ページの清掃 を参照してください。

白や黒の縦線が入る。 操作パネルを確認して く ださい。
 （ ト ナー）インジケータが点滅している と きは、トナー
コンテナを交換して ください。交換後はプ リ ンタ内部を
清掃して ください。詳し くは第 2 章  日常のメンテナンス
を参照してください。

チャージャワイヤを清掃して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ ト を取り出し、緑色のチャージャ ク リーナ・ツマ ミ を
左右に数回往復させて、チャージャ ワ イヤを清掃して く
ださい。詳し くは2-7ページの清掃 を参照してください。
チャージャクリーナ・ツマミの位置を確認して ください。
プ リ ンタの上部カバーを開けてプロセスユニッ ト を取り
出し、緑色のチャージャ ク リーナ・ツマ ミが正しい位置に
あるか確認して ください。詳し くは 2-7ページの清掃 を参
照してください。

次ページへ続く



印刷品質の問題

3-4

画像が薄い、またはぼやける。 エコプ リ ン トがオンになっていないか確認して く ださ
い。
リモー ト ・オペレーシ ョ ンパネルでエコプ リ ン ト の設定
を確認し、オフに設定してください。詳し くは 1-31ページ
のエコプリン トモードの選択 を参照して ください。
（ トナー）インジケータを確認して ください。

インジケータが点滅している場合は、新しい ト ナーコン
テナに交換して ください。詳し くは 2-2ページの トナーコ
ンテナの交換 を参照して ください。
チャージャワイヤを清掃して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ ト を取り出し、緑色のチャージャ ク リーナ・ツマ ミ を
左右に数回往復させて、チャージャ ワ イヤを清掃して く
ださい。詳し くは2-7ページの清掃 を参照してください。
用紙タイプの設定を確認して く ださい。
給紙元に設定している用紙タ イプが正しいか確認して く
ださい。詳し くは 1-23 ページの給紙元の用紙タイプ設定
を参照してください。

背景が灰色になる。 （ トナー）インジケータを確認して ください。
インジケータが点滅している場合は、新しい ト ナーコン
テナに交換して ください。詳し くは 2-2ページの トナーコ
ンテナの交換 を参照して ください。
プロセスユニッ ト を確認して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ トが正し く装着されているか確認して ください。

用紙の先端や裏側が汚れる。 転写ローラを確認して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ ト を取り出し、転写ローラが汚れていないか確認し
て ください。汚れている場合は、印刷を数枚繰 り返すと汚
れが取り除かれます。

レジストローラを確認して く ださい。
プ リ ンタの上部カバーと前面カバーを開けてプロセスユ
ニッ ト を取り出し、レジス ト ローラが ト ナーなどで汚れ
ていないか確認して ください。汚れている場合は、トナー
キッ トに付属の清掃用布で拭き取ってください。

印刷位置がずれる。 ファイルやプログラムを調べてみて ください。
プ リ ス ク ラ イブコマン ドに誤りがないか確認して くださ
い。ある特定のフ ァ イルやプログラムだけで問題が起こ
る場合は、コマン ドのパラ メータや使い方が間違ってい
る可能性があ り ます。

用紙サイズの設定を確認して く ださい。
給紙元にセッ ト されている用紙サイズ と、リモート ・オペ
レーシ ョ ンパネルの用紙サイズの設定を確認して くださ
い。詳し くは 1-21 ページの用紙サイズの設定 を参照して
ください。

印刷例 処置
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インジケータ

プリ ンタの操作パネル上には 4個のインジケータがあ り ます。これらのインジ
ケータは点灯、消灯、点滅の組み合わせによって、プ リ ンタの状態（通常 / メ ンテ
ナンス必要 / エラー発生）をあらわしています。本項ではプリ ンタの通常時と、
エラー発生時のインジケータ表示と、その対処のしかたについて説明します。

インジケータの表示は基本的に通常、メンテナンス、エラーの3つのタイプに分
類されます。次ページからの一覧表では、インジケータの状態を次の表のよ う

に分けて説明しています。

リモート・オペレーシ ョ ンパネルを使用する と、プ リ ンタの状態をコンピュー

タ上で確認する こ とができます。プ リ ンタにエラーが発生する と、そのエラー

についてのメ ッセージがコンピュータのディ スプレイに表示されます。次ペー

ジからの表ではリモート・オペレーシ ョ ンパネルの表示についても説明してい

ます。

インジケータ 状態

点灯

速い点滅

遅い点滅

消灯
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メンテナンス要求表示

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

Add paper <paper source> 用紙がカセッ トまたは多目的トレイにありません。
用紙がない給紙元と、用紙サイズが リ モー ト ・オペ
レーシ ョ ンパネルに表示されます。

給紙カセッ トの装着が不完全です。
給紙カセッ ト を確実にプ リ ンタに装着して くださ
い。
（レディ）および （データ）インジケータは、プ

リ ンタの状態によって点灯または点滅表示する場合
もあ り ます。

Close
top cover

上部カバーが開いています。
カバーを閉じてください。

（データ）インジケータは、プ リ ンタの状態によっ
て点灯または点滅表示する場合もあ り ます。

Load Cassette #
<paper size><paper type>

給紙カセッ トに設定された用紙サイズ、用紙タイプ
を使用する印刷データがありますが、給紙カセッ ト
に用紙が入っていません。
リ モー ト ・オペレーシ ョ ンパネルに表示されたサイ
ズと タイプの用紙を、給紙カセッ ト （#[1または2]）に
入れて印刷を再開して ください。  キーを押すと、
給紙元を切り替えるこ とができます。

Load MP tray
<paper size><paper type>

用紙サイズが一致しません。
給紙元の用紙サイズと、印刷データに設定された用
紙サイズやタ イプが異なる場合、多目的ト レイから
給紙して印刷する こ とができます。多目的ト レイに
適切なサイズや種類の用紙をセッ ト して  キーを
押すと印刷を行います。
多目的 ト レイ以外から給紙したい場合は、  キー
を押すと、給紙カセッ ト に切り替える こ とができま
す。

多目的ト レイに設定されている用紙サイズと、異な
るサイズの用紙を給紙すると、紙詰まりが起きます。

Paper jam
############

プリンタに用紙が詰まりました。
プ リ ンタのカバーを開けて、詰まった用紙を取り除
いてください。###には紙詰りの発生している場所が
表示されます。詳し くは 3-14 ページの紙詰まりの処
置 を参照してください。

次ページへ続く

!お知らせ
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Paper path error ペーパーフ ィーダに給紙カセ ッ トが入っていませ
ん。または、給紙カセッ トが正し く挿入されていませ
ん。
給紙カセッ ト を挿入し直してから、も う一度印刷し
てください。

Replace Toner
TK-17

トナーが無 く なりました。
ト ナーが無くなったためプ リ ンタは停止しました。
新しい トナーコンテナに交換して ください。交換後
はプ リ ンタ内部を清掃して ください。詳し くは 2-2
ページの ト ナーコンテナの交換 を参照して くださ
い。

Set paper
Press GO

多目的トレイに用紙がありません。
ト レイに用紙を追加して ください。  キーを押し
て、印刷を再開して ください。

多目的ト レイに設定されている用紙サイズと、異な
るサイズの用紙を給紙すると、紙詰まりが起きます。

Toner low
TK-17

トナーが残り少な く なりました。
早めに新しい トナーコンテナに交換して ください。
交換後はプ リ ンタ内部を清掃して ください。詳し く
は 2-2ページの トナーコンテナの交換 を参照してく
ださい。

（レディ ）、 （データ）、および （紙詰ま り）
インジケータは、プ リ ンタの状態によって点灯また
は点滅表示する場合もあ り ます。

（通常表示） Warning
image adapt

内蔵メモリーが不足しているため、現在の解像度で
は印刷ジ ョブが完了できません。
メモ リーを追加するか、または解像度を変更して く
ださい。

（通常表示） Warning
low memory

ダウンロード されたフォン トやマクロが多すぎるの
で、プリンタのメモリーが少な く なっています。
ステータスページを印刷して、ユーザーメモ リーの
残量を確認し、必要のないフォン トやマク ロを削除
して ください。

Warning Waste 
toner bottle

プロセスユニッ ト内の廃棄 トナーボ トルが、満杯に
なりつつあります。
京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお
客様相談窓口にご連絡ください。

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

!お知らせ
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プリンタの修理を要するエラー表示

次の表にあるエラーが発生した場合はプ リ ンタの電源を切 り、電源コードをコンセン ト から抜いてお買い求

めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。プ リ ンタの修理を要

するエラーが発生した場合、インジケータは2つの異なる表示を交互に繰り返します。ただし、処置が書いてあ
るものについては、はじめにその処置を試してみてください。

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

エラー発生前の表示 メインモータのエラーです。（�2000�エラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 スキャナモータのエラーです。（�4000�エラー）
お買い求めの京セラミタジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 スキャナ・ピンフォ トのエラーです。（�4200�エラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 イレーサのエラーです。（�5300�エラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

次ページへ続く
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インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

エラー発生前の表示 定着器のエラーです。（�6000�エラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 廃棄トナーボ トルが満杯です。（�7980�エラー）
プリンタの電源を切ってプロセスユニットをプリン
タから取り出してください。取り出したプロセスユ
ニットを水平に静かに数回振り、再度プリンタに装
着してから電源を入れてください。再度同じエラー
が表示される場合は、お買い求めの京セラミタジャ
パン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口に
ご連絡ください。
（印刷ページ数が10万ページ未満の場合。）

エラー発生前の表示 廃棄トナーボ トルが満杯です。（�7990�エラー）
上記と同じ手順を行ってください。
（印刷ページ数が10万ページ以上の場合。）

エラー発生前の表示 コン トローラのチェ ックサムエラーです。（�F010�エ
ラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 コン トローラのRAMエラーです。（�F020�エラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

次ページへ続く
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インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

エラー発生前の表示 コ ン ト ローラのシステムエラーです。（�F030� エ
ラー）
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 通信エラーです。 (�F040�エラー)
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

エラー発生前の表示 エンジン ROM チェ ックサムエラーです。 (�F050�エ
ラー)
お買い求めの京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約
店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。
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対処可能なエラー表示

次の表にあるエラーが発生した場合はプ リ ンタの  キーを押すと処理を続行します。ステータスページを
印刷する と、これらのエラーを確認するこ とができます。標準ステータスページについては、1-3 ページのキー
の機能 を参照して ください。 

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

File not found
Press GO

指定されたファイルが見つかりません。
  キーを押すと処理を続行します。  キーを押す
と処理を中止します。

KPDL Error
Press GO

現在の印刷処理を継続できません。
  キーを押すと処理を続行します。  キーを押す
と処理を中止します。

Memory Card err##
Press GO

PRESCRIBE RWER コマン ド、またはリモー ト・オ
ペレーシ ョ ンパネルからメモリーカードへアクセス
している間にエラーが発生しました。
##に表示されるエラーコード (数字 )を確認して、以
下を参照してください。
04: メモ リーカードの容量が不充分です。不要なファ
イルを削除して ください。
05: 指定されたファ イルはメモ リーカードにあ り ま
せん。
06: メモ リーカードで使用できる メモ リーがあ り ま
せん。プ リ ンタのメモ リーを増設して ください。
  キーを押すと処理を続行します。  キーを押す
と処理を中止します。

Memory overflow
Press GO

メモリー不足で印刷できません。
プリ ンタにオプシ ョ ンの拡張メモ リーを増設して く
ださい。  キーを押すと処理を続行し ます。 
キーを押すと処理を中止します。

Print overrun
Press GO

データが複雑過ぎるため印刷できません。
データの内容が複雑過ぎるため印刷できません。 
キーを押すと処理を続行します。  キーを押すと
処理を中止します。

このエラーが発生したら、リモート・オペレーシ ョ ン
パネルから次のコマンドをプリンタに送って く ださ
い。
!R! FRPO R5, 1; EXIT;
コマンドについて、詳し くは 1-49 ページのプリスク
ライブコマン ド をプリンタに送る を参照して く だ
さい。

次ページへ続く

!お知らせ
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RAM DISK err ##
Press GO

## に表示されるエラーコード（数字）を確認して、以
下を参照して く さい。
01: フォーマッ トエラーです。プ リ ンタの電源を入
れ直してみてください。

02: RAMディ ス クモー ドがオフになっています。
RAMディ スクモードをオンにしてください。

04: RAMディ ス クの容量が不足しています。RAM
ディ ス ク内のデータを整理してから、再度作業
を行って ください。または、RAM ディ ス クの領
域を拡大して ください。

05: 指定のファ イルが存在しません。フ ァ イル名と
RAMディ ス ク内のフ ァ イルの有無を確認して
ください。

06: ファ イルシステムで使用できる メモ リーが足 り
ません。プ リ ンタにオプシ ョ ンの拡張メモ リー
を増設して ください。

Memory card err20 プリンタの電源を入れたまま、メモリーカードを抜
き差し したため、プリンタが停止しました。
プ リ ンタの電源をいったんオフにし、も う一度オン
にしてください。

メモリーカードを抜き差しする際は、必ずプリンタ
の電源をオフにして ください。

（通常表示） Format error
Memory card

このメ ッセージはプリンタが印刷可能状態になって
いるのに、メモリーカードがフォーマッ ト されてい
ないため、読み書きできません。
メモ リーカードをフォーマッ ト して ください。

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

!お知らせ
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通常時の表示

プリ ンタは正常な状態です。

インジケータの表示 リモート・オペレーシ ョ ンパネル
の表示

処置

Cancelling data プリンタはデータをキャンセル中です。
インジケータが上から下へ、次に下から上へと順に
点灯を繰り返します。

Please wait プリンタはウォーミングアップ中です。
インジケータが上から下へ点灯を繰り返します。
ト ナーコンテナの装着後、初めてプ リ ンタの電源を
入れる と、（Adding Toner）とい う メ ッセージも表
示されます。

Processing プリンタはデータを受信中です。

Processing プリンタはデータを処理中です。

Waiting 最終ページが印刷されずに残っています。
 キーを押すと強制的に改ページして、最終ページ

の印刷を開始します。 
Form Feed Timeout 待機後、プリンタは最後のページを印刷しています。

Ready プリンタは印刷可能な状態です。

プリンタはオフラインの状態です。
印刷は行いませんが、データの受信は可能です。

Sleeping プリンタがスリープモードになっています。
インジケータが 5 秒ごとに点灯し、その他のイン

ジケータは消灯します。操作パネルのキーを押した
り、本体のカバーを開閉した り、またはデータを受信
する と ウォーミ ングアップ後にオンライン状態にな
り ます。（プ リ ンタがス リープモードに入るまでの時
間は、リモート・オペレーシ ョ ンパネルで変更するこ
とができます。詳し くは 1-34 ページのスリープモー
ドの設定 を参照してください。）
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紙詰まりの処置

こ こでは、用紙がプ リ ンタ内に詰まった場合の、用紙の取り除きかたを説明し

ます。用紙がプ リ ンタ内で詰まったと きや、用紙がカセッ ト から送られなかっ

たと きなどにはプ リ ンタが停止します。このと き、プ リ ンタはオフラ インにな

り、操作パネルの （紙詰ま り）インジケータが点灯します。

紙詰ま りがしばしば起こ る場合は、用紙の仕様が本プリ ンタに合っていない可

能性が考えられますので、用紙の種類を変えてみて ください。用紙の仕様につ

いては4-2ページの用紙の基本仕様 で詳し く解説しています。

用紙を変えて試してみても、紙詰ま りがしばしば起こ る場合は、プ リ ンタに何

らかの問題がある場合が考えられますので、お買い求めの京セラ ミ タジャパン

株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

� 紙詰まりの際はプロセスユニ ッ ト を取り外し、紙片が残らないよ うに詰
まった用紙を取り除いて ください。

� 紙詰まりを起こしたページは、紙詰まりが発生した場所によって再印刷さ
れない場合があります。

排紙ト レイ部での紙詰まり

用紙が完全に排紙されずに途中で止まってしまったと きは、フェイスアップ ト

レイを開き、詰まった用紙を図のよ うに引き出して取り除いて ください。用紙

を取り除いたら、プ リ ンタの上部カバーを開閉する とエラーがク リ ア され、

ウォー ミ ングアップ後に印刷を再開します。

!お知らせ

フェイスアップ ト レイ
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給紙カセッ ト部での紙詰まり

給紙カセッ ト内で紙詰ま りが起きた場合は、プ リ ンタの給紙カセッ ト または

ペーパーフ ィーダの給紙カセッ ト を引き出し、図のよ うに詰まった用紙を引き

抜いてください。 

プリンタ内部での紙詰まり

排紙ト レイ部や給紙カセッ ト内に詰まった用紙が無い場合は、プ リ ンタ内部で

紙詰ま りが起きています。以下の手順で詰まった用紙を取り除いてください。

1 上部カバーと前面カバーを開きます。図のよ うにカバーの左右の角を持

ち、止まるまで開いてください。

ペーパーフ ィーダの給紙カセッ ト

ペーパーフ ィーダ
（オプシ ョ ン）

プリンタの給紙カセッ ト

上部カバー

前面カバー
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2 下の図のよ うに、プ リ ンタからプロセスユニッ トを取り外します。

プロセスユニッ トには感光ド ラム等の精密部品が含まれています。衝撃
を与えたり、ド ラムの緑色の部分に手を触れたり しないで く ださい。ま
た、直射日光や強い光にさらすと印刷品質が劣化します。プロセスユニッ
トは、詰まった紙を取り除いたら速やかにプリンタに戻して ください。

3 下の図のよ うに、プ リ ンタから詰まった用紙を取り除いてください。

詰まった用紙がローラに挟まれている場合は、用紙が送られる方向に用
紙を引き出して く ださい。

4 詰まった用紙を取り除いたら、取り外したプロセスユニッ ト をプ リ ンタ

に装着します。

5 プ リ ンタの前面カバーと上部カバーを閉じる と、ウォー ミ ングアップ後

に自動的に印刷を再開します。

プロセスユニッ ト

!お知らせ

!お知らせ
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第 4章 用紙について
4

この章では以下の内容について解説します。

用紙の基本仕様 ........................................................................... 4-2
適正紙の選択 .............................................................................. 4-3
特殊な用紙 .................................................................................. 4-7
用紙タイプ ................................................................................ 4-11

本プリンタにインクジェ ッ ト プリンタ用の用紙を使用しないで ください。故障の原因になります。

!お知らせ
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用紙の基本仕様

本プリ ンタは、通常の乾式PPC複写機用コピー用紙（普通紙）に印刷できるよ う
に設計してあ り ますが、本章の制限の範囲内で様々な用紙に印刷するこ とがで

きます。

ページプ リ ンタに適さない用紙を使用する と、紙詰ま りになった り紙にしわが

よった りするため、用紙の選択は慎重に行って ください。低品質の用紙は印刷

品質を低下させ用紙が無駄になるばかりでな く、極端な場合にはプリ ンタの故

障の原因になる こ と もあ り ます。次の注意事項を守っていただく こ とで、効率

的で ト ラブルの少ない印刷ができ、プ リ ンタ自体の磨耗や損傷も最小限にする

こ とができます。

使用できる用紙

通常の乾式PPC複写機で使用するコピー用紙（普通紙）を使用して ください。

再生紙は下表に示した基本仕様のうち、保水度やパルプ含有率などの基本条件
で本プリンタに使用するために必要な仕様を満たさないものがあります。この
ため、再生紙は少量をご購入になってサンプル印刷を行って く ださい。印刷結
果が良好で、紙粉が極端に多く ないものを選んでご使用ください。

製紙メーカーごとにグレードの違いはあ り ますが、これらの違いはプリ ンタの

処理にも影響を与えます。質の悪い用紙を使う と仕上がりに満足できる結果を

得られません。したがって廉価な用紙であっても、その紙質がページプ リ ンタ

に適していない場合は、結果的に見て不経済とい う こ とにな り ます。

用紙の基本仕様

次の表は、本プリ ンタに使用できる用紙の基本的な仕様を示すものです。

仕様についての詳細は後述します。

!お知らせ

項目 仕様

重さ 給紙カセッ ト : 60～105 g/m2

多目的ト レイ : 60～163 g/m2

厚さ 0.086～0.110 mm

寸法 ±0.7 mm

四隅の角度 90° ±0.2°

保水度 4 %～6 %

繊維の方向 縦目（給紙方向）

パルプ含有率 80 %以上
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適正紙の選択

レーザプ リ ンタの印刷には、レーザ照射、静電気放電、静電複写、加熱のプロセ

スがあ り ます。さ らに、用紙がプリ ンタ内部を通過する と きには、スラ イ ド した

り、曲げられたり、ねじ られた り と、その用紙にはかな りの力が加えられるこ と

にな り ます。質の良い印刷用紙はこれらの条件に耐え、常にク リーンで鮮明な

印刷を行います。

用紙によって品質は異な り ます。こ こでは、用紙を選ぶ際の基準項目について

説明します。

紙の状態

角の折れているもの、全体が丸まっているもの、汚れているもの、破れているも

の、または繊維が毛羽立っていたり、表面が粗かった り、ちぎれやすい用紙は避

けてください。

このよ う な用紙を使用する と仕上がりが悪く なるだけでな く、用紙送りが う ま

くいかないために紙詰ま り を起こ し、プ リ ンタの寿命を縮めるこ とにな りかね

ません。用紙表面は滑らかで均一なものを選んでください。ただし、コーティン

グ加工や、その他の表面処理をしてある用紙は、ド ラムや定着ユニッ ト を傷め

ますので使用を避けてください。

用紙成分

アート紙のよ う なコーテ ィ ング加工された用紙や、表面処理された用紙、プラ

スチッ クやカーボンを含む用紙は使用しないでください。そのよ う な用紙は、

熱によ り有害なガスを発生するこ とがあ り、またド ラムを傷めます。

普通紙は、少なく と も 80 %以上のパルプを含むものにして ください。コ ッ ト ン
やその他の繊維が用紙成分の20 %を超えないものをご使用ください。
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用紙サイズ

次の表に記載したサイズの用紙が給紙カセッ ト または多目的ト レイで使用で

きます。寸法誤差の許容範囲は縦横と もに ±0.7 mmです。用紙四隅の角度は 90°
±0.2° のものを使用して ください。

滑らかさ

用紙表面は滑らかで均一であるこ とが重要ですが、コーティングされているも

のは使用しないでください。滑らかすぎる用紙を使う と、同時に複数枚の用紙

が送られて、紙詰ま りの原因とな り ます。

多目的ト レイ サイズ 給紙カセッ ト
または多目的ト レイ

サイズ

モナーク 3-7/8 × 7-1/2インチ リーガルサイズ
（多目的ト レイでは使
用不可）

8-1/2 × 14 インチ

ビジネス 4-1/8 × 9-1/2 インチ レターサイズ 8-1/2 × 11 インチ

ISO DL 110 × 220 mm ISO A4 210 × 297 mm

ISO C5 162 × 229 mm ISO A5 148 × 210 mm

ISO B5 176 × 250 mm JIS B5 182 × 257 mm

エグゼクティブ 7-1/4 × 10-1/2 インチ カスタム カセッ ト 148～216×210～
297 mmと
リーガルサイズ 

多目的
ト レイ

70～216×148～
297 mm

コマーシャル #9 3-7/8 × 8-7/8 インチ

コマーシャル 
6-3/4

3-5/8 × 6-1/2 インチ

ISO A6 105 × 148 mm

JIS B6 128 × 182 mm

Oficio II 8-1/2 × 13 インチ

Statement 5-1/2 × 8-1/2 インチ

はがき 100 × 148 mm

往復はがき 148 × 200 mm

洋形2号（封筒） 114 × 162 mm

洋形4号（封筒） 105 × 235 mm
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基本重量

基本重量とは、用紙1枚を1 m2の大きさに換算したと きの重量です。重すぎた り

軽すぎた りする用紙は、用紙送 り の失敗や紙詰ま りの原因となるばか りでな

く、プ リ ンタの消耗の原因にもな り ます。用紙の重さ、つま り紙の厚さが一定し

ていないと、同時に複数枚の用紙を給紙してしまった り、トナーの定着不良に

よって印刷がボケるなどの印刷品質の問題を引き起こすこ とがあ り ます。用紙

の適正な重さは給紙カセッ トで 60～105 g/m2、多目的ト レイで 60～163 g/m2の

範囲です。

厚さ

ページプリ ンタで使用する用紙は極端に厚いものや、また薄いものは避けてく

ださい。同時に複数枚の用紙が給紙された り、紙詰ま りが頻繁に起きた りする

場合は紙が薄すぎる こ とが考えられます。反対に紙が厚すぎる場合も、紙詰ま

りが起こる こ とがあ り ます。適正な用紙の厚さは0.086～0.110 mmの範囲です。

保水度

用紙の保水度は、乾燥度に対する湿 り気のパーセン トで表されます。湿 り気は

紙送りや静電気の発生状況、トナーの定着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は室内の湿度によって変わ り ます。室内の湿度が高すぎて紙が湿

り気を帯びる と、紙の端が伸びて波打つこ とがあ り ます。逆に湿度が低すぎて

紙に極端に湿 り気がな く なる と、用紙の端が縮んでカサカサにな り、コン ト ラ

ス トの弱い印刷になり ます。

波打った り乾燥しいる と、紙送 りにずれが起きる こ とがあ り ます。用紙の保水

度は4 ～6 %の範囲に収まるよ うにして ください。

望ましい保水度を保つためには、用紙を保管する環境に注意するこ とが必要で

す。保管には次の点に注意してください。

� 風通しのよい低湿の場所に保管してください。

� 未開封のまま水平な状態で保管して く ださい。開封後すぐ使用しない紙
は、も う一度密封して ください。

� 用紙は購入時の箱や梱包しに風をして保管して ください。箱の下には台な
どを置いて、床から離して ください。特に梅雨時の板張 りやコン ク リー ト
張りの床からは充分離して ください。

� 熱、日光、湿気にさ ら される場所に紙を放置しないでください。

繊維の方向

用紙が製造される と き、用紙の長さに対して紙の繊維が垂直（縦目）になるよ う

カッ ト される ものと、用紙の幅に対して紙の繊維が垂直（横目）になるよ う カッ

ト されるものとがあ り ます。横目の用紙はプリ ンタの給紙時に問題を起こす原

因になる場合があ り ますので、用紙は縦目のものをお使いください。
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その他の仕様

多孔性: 紙の繊維の密度を表します。

硬さ : 柔らかすぎる紙は、プ リ ンタ内部で折れ曲がりやすく紙詰ま りの原因に
なり ます。

カール : ほとんどの用紙は、開封した状態で放置しておく とどちらかの方向へ
自然にカールして丸まる性質を持っています。用紙は定着ユニッ ト を通過する

際に、若干上向きに丸く な り ます。これを利用して、給紙カセッ トにセッ トする

面を考えてカールを打ち消し合 う よ うにする と、仕上がりがよ り平らにな り ま

す。

静電気について : トナーを付着させるために、印刷の過程で用紙は静電気を帯
びます。この静電気がすみやかに放電される用紙を選んでください。

用紙の白さ : 印刷されたページのコン ト ラス トは使用した用紙の白さによって
変わ り ます。よ り白い用紙を使用したほ うがシャープで鮮明な印刷が得られま

す。

品質について : サイズの不揃い、角がきちんと とれていない、粗雑な裁断面、切
りそこなってつながっている用紙、角や端のつぶれなどが原因でプリ ンタが正

し く機能しないこ とがあ り ます。特にご自分で裁断された用紙を使用する場合

はご注意ください。

梱包について : ひと〆単位できちんと梱包され、さ らに箱に詰められている紙
をお選びください。梱包紙は内面が防湿用にコーティングされているものが最

良です。

特殊処理 : 次のよ うな処理をほどこ した用紙については、基本仕様を満たす用
紙であっても使用しないよ うおすすめします。使用される場合は、多 くの量を

購入される前にサンプル印刷を行って ください。

� つやのある用紙

� 透かしの入った用紙

� 表面に凹凸のある用紙

� ミシン目の入った用紙

� パンチ穴の開いている用紙
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特殊な用紙

こ こでは、特殊な用紙に印刷する場合について説明します。

本プ リ ンタには、次のよ う な特殊な用紙を使用する こ とができます。下表を参

考にリモート ・オペレーシ ョ ンパネルから、用紙タイプを設定して ください。詳

し くは1-23ページの給紙元の用紙タイプ設定 を参照して ください。

以上の用紙を使用する と きはコピー用またはページプ リ ンタ用と して指定さ

れている ものをお使いください。また、着色紙とプレ印刷紙以外は多目的ト レ

イから給紙してください。

特殊用紙は次のページ以降で示す条件を満たすものであれば本プ リ ンタで使

用するこ とが可能ですが、これらの用紙は構造および品質に大きなばらつきが

あるために、規定紙よ り も印刷中の問題発生の可能性が高 く な り ます。印刷中

に、湿気などが特殊紙に与える影響が原因で、機械または操作員に被害を与え

ても当社は一切責任を負いかねますのでご了承ください。

特殊な用紙はサンプル用紙をプリンタで印刷してみて、満足のい く仕上がり と
なるかを確認してからご購入 く ださい。

用紙 用紙タイプ

薄い用紙（64 g/m2未満） Vellum

厚い用紙（90 g/m2以上） Rough

OHPフ ィルム Transparency

はがき Cardstock

封筒 Envelope

ラベル紙 Labels

!お知らせ
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特殊紙のそれぞれの仕様は次のとおりです。

OHPフ ィルム

OHP フ ィルムは、印刷中の定着の熱に耐える ものである必要があ り ます。仕様
は下表のとおりです。この条件を満たさないOHPフ ィルムを使用する とプ リ ン
タの故障の原因になり ますのでご注意ください。 

OHPフ ィルムは多目的ト レイから給紙し、フェイスアップ ト レイへ排紙してく
ださい。

ラベル用紙

ラベル用紙を選択する際は、糊がプ リ ンタのどこにも触れないこ とや、ラベル

が台紙から容易にはがれないこ となどに注意して ください。ド ラムやローラ類

に糊が付着した り、はがれたラベルがプリ ンタ内に残る と大きな故障の原因に

なり ます。

ラベル用紙は多目的ト レイから給紙し、フェイスアップ ト レイへ排紙してくだ

さい。

ラベル紙での印刷は、その印刷品質やト ラブル発生の可能性などについては、
お客様ご自身の責任で行って く ださい。

ラベル紙は、図のよ うに3層からなる構造をしています。粘着層はプリ ンタ内部
で加わる力による影響を受けやすい素材でできています。台紙はラベルが使用

されるまで表面シート を保持しています。このよ うに構造が複雑なためラベル

用紙はト ラブルが発生しがちです。

項目 仕様

耐熱性 最低190 °Cまでの熱に耐えるこ と。

厚さ 0.100～0.110 mm

材質 ポ リエステル

サイズ誤差許容範囲 ±0.7 mm

四隅の角度 90° ± 0.2°

!お知らせ

表面シート

粘着層

台紙
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ラベル用紙の表面は、隙間な く全体が覆われている ものを使用して ください。

ラベルの間に台紙が漏出しているものはラベルがはがれやすく、大きな故障の

原因とな り ます。

ラベル用紙には、用紙の端を完全に覆 う ため、表面シートに広いマージンを設

けている ものがあ り ます。このよ う な用紙をお使いの場合、印刷が終了するま

で、このマージン部分を背面シートからはがさないでください。

項目 仕様

表面シートの重さ 44～74 g/m2

基本重量（用紙全体の重さ） 104～151 g/m2

表面シートの厚さ 0.086～0.107 mm

用紙全体の厚さ 0.115～0.145 mm

保水度 4～6 %

表面シート

使用不可使用可

台紙
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封筒

印刷できる封筒は、基本重量が60～79 g/m2の用紙で作られているものです。封

筒は構造上、表面全体に均一な印刷ができない場合があ り ます。特に薄手の封

筒の場合は、プ リ ンタを通 り抜ける間にシワになる こ とがあ り ます。封筒を購

入する前に、その封筒での印刷が満足のいく ものであるかをサンプル印刷で確

認して ください。

糊が露出している封筒はどのよ うな封筒でも使用できません。たとえ露出して

いなくても、紙をはがすと糊が現れるワンタ ッチ式のタイプもご使用になれま

せん。糊をカバーしている小さな台紙が、プ リ ンタ内部ではがれ落ちる と大き

な故障の原因とな り ます。封筒に特殊加工のあるタ イプも使用できません。紐

を巻き付ける丸い鳩目の打ってある ものや、窓の開いているもの、窓部にフ ィ

ルム加工がされているものなどは使用できません。

封筒は多目的ト レイから給紙し、フェイスアップ ト レイへ排紙してください。

紙詰まりを避けるため、複数の封筒の印刷中には排紙ト レイに封筒が 10枚以上
残らないよう にしてく ださい。

着色紙

着色紙は4-2ページの表を満たすものでなければなり ません。さ らに、用紙に含
まれている色素は印刷中の熱に耐えるものでなければなり ません。

プレ印刷紙

プレ印刷紙（あらかじめ印刷がされている用紙）は4-2ページの表を満たすもの
でなければな り ません。着色に使われているインクはプリ ンタでの印刷中の熱

に耐えられるもので、シ リ コンオイルの影響を受けないものであるこ とが必要

です。カレンダーなどに使われる表面加工をほどこ してある紙は使用しないで

ください。

再生紙

再生紙は、「用紙の白さ」以外の項目が 4-2 ページの表を満たすものでなければ
な り ません。再生紙を購入する前に、印刷が満足のいく ものであるかをサンプ

ル印刷で確認して ください。

!お知らせ
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用紙タイプ

本機は、使用する用紙に最も適した設定で印刷するこ とができます。

リモー ト・オペレーシ ョ ンパネルを使用して給紙元の用紙タ イプを設定する

と、プ リ ンタによ り自動的に給紙元が選択され、指定された用紙タ イプに最も

適したモードで印刷されるよ うにな り ます。

多目的ト レイを含め、それぞれの給紙元に異なる用紙タイプを設定するこ とが

できます。あらかじめ用意された用紙タ イプの他に、任意（カスタム）の用紙タ

イプを設定するこ と もできます。詳し くは、1-26 ページの用紙の厚さ設定 を参
照して ください。

設定可能な用紙タイプは次のとおりです。

* 任意の用紙タイプ設定を、8種類まで登録できます。詳し くは、1-26ページの 用紙に関連
する設定 を参照してください。

給紙元
用紙タイプ

多目的トレイ 給紙カセット 用紙の厚さ

Plain (普通紙)[64～90 g/m2] ○ ○ 普通

Transparency （OHPフ ィルム） ○ × 普通

Preprinted (プレ印刷紙) ○ ○ 普通

Labels (ラベル用紙) ○ × 普通

Bond （証券） ○ ○ 普通

Recycled （再生紙）[64～90 g/m2] ○ ○ 普通

Vellum （薄紙）[64 g/m2未満] ○ × 軽い

Rough （厚紙）[90 g/m2以上] ○ ○ 普通

Letterhead (レターヘッ ド ) ○ ○ 普通

Color （着色紙） ○ ○ 普通

Prepunched （穴あき用紙） ○ ○ 普通

Envelope （封筒） ○ × 普通

Cardstock （はがき） ○ × 重い

Custom 1から8 （ユーザー定義）* ○ ○ 普通

○ : 給紙できます × : 給紙できません
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第 5章 ファームウェアパラ メータ
5

本プ リ ンタは、印刷設定に関する各種の情報を内部メモ リーに記憶しています。これらの情報は

京セラのプリ ンタ制御言語である、プ リ スク ラ イブ FRPO コマン ドによって登録・変更でき、電源
投入時のプリ ンタの初期状態と して設定されます。本章ではFRPOコマン ド と、そのパラ メータの
使用例を説明します。

ファームウェア設定 .................................................................... 5-2
インタフェース独立FRPOパラ メータ  ........................................ 5-3
インタフェース共有FRPOパラ メータ  ........................................ 5-5
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ファームウェア設定

現在の FRPO パラ メータの設定値は、ステータスページで確認するこ とができ
ます。

FRPOパラ メータを変更する前に、サービス � ステータスページを印刷してお
く こ とをおすすめします。なお、FRPO INIT コマンドですべての FRPO パラ
メ ータ を、プ リ ン タの初期状態にも どすこ と もできます。（!R! FRPO INIT;
EXIT;）ただし、一部の FRPO パラ メータは、出荷時に初期値とは異なる設定を
行っているため、FRPO INIT コマンドを実行すると、工場設定値とは異なった
値に設定されます。

FRPOコマン ドは以下の書式で実行します。

!R! FRPO  パラ メータ  ,  設定値 ; EXIT;

例－エ ミ ュレーシ ョ ンをPCLに設定

!R! FRPO P1, 6; EXIT;

!お知らせ
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インタフェース独立FRPOパラ メータ
*1: エ ミ ュレーシ ョ ンによっては無視されます。
*2: オプシ ョ ン品装着時に有効です。
*3: 設定後はプリンタの電源を一度切るか、リセッ ト後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定

上マージン A1
A2

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

0
0

左マージン A3
A4

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

0
0

ページの長さ A5
A6

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

13
61

ページの幅 A7
A8

インチ単位の整数部分
1/100インチ単位の小数部分

13
61

ページ方向 C1 0: 縦置き（ポート レート ）
1: 横置き（ラン ドスケープ）

0

起動フォン ト  *1 C2
C3
C5

起動フォン ト番号の中2桁
起動フォン ト番号の最後2桁
起動フォン ト番号の最初の2桁

00
00
00

PCL フォン ト選択
範囲

C8 0: 全内部フォン ト を選択対象とする
1:ビッ トマップフォン ト を対象外とする

0

イ ン タ フ ェース・
タイムアウ ト

J2 5秒単位 6（30秒）

パ ラ レ ル イ ン タ
フ ェース・モー ド
*3

O0 0: 標準モード
1: 高速モード
5: ニブル（高速）モード
70: 自動（ネゴシエーシ ョ ン）モード

70

パラ レルラ イン制
御 *3

O2 0: ライン制御オフ
2: HP LaserJet互換

2

エ ミ ュレーシ ョ ン
モード

P1 0: Line printer
1: IBM Proprinter X24E
2: Diablo 630
5: Epson LQ-850
6: PCL
9: KPDL

6

キャ リ ッジ リ ター
ンの処理 *1

P2 0: 無視
1: CR
2: CR+LF

1

改行の処理 *1 P3 0: 無視
1: LF
2: CR+LF

1

KPDL自動切替え P4 0: なし
1: 自動切替え

0

KPDL自動切替え 
エ ミ ュレーション

P5 P1と同じ（9を除く ） 6

次ページへ続く



インタフェース独立FRPOパラ メータ

5-4

AESオプシ ョ ン1
自動エ ミ ュ レ ー
シ ョ ン 切 替 え
（AES）が起動する
ページ排出コマン
ドおよび処理動作 

P7 AES起動後、KPDLまたは代替エ ミ ュ
レーシ ョ ンのどちらにも該当しない
データはKPDLで処理
0:すべてのページ排出コマン ド
1:なし
2:すべてのページ排出コマン ドおよびプ
リ スク ライブEXITコマン ド

3:プリ スク ライブEXITコマン ドのみ
4:^Lコマン ドのみ
6: プリ スク ライブ EXIT コマン ドおよび

^Lコマンド
AES起動後、KPDLまたは代替エ ミ ュ
レーシ ョ ンのどちらにも該当しない
データは代替エ ミ ュレーシ ョ ンで処理
10:KPDL 印刷データ以外では、自動切替
先エ ミ ュレーシ ョ ンで印刷処理

10

AESオプシ ョ ン 2・
プ リ スク ラ イブ!R!
コマン ド受信後の
エ ミ ュレーシ ョ ン

P8 0:現在のエ ミ ュレーシ ョ ン
1:初期設定エ ミ ュレーシ ョ ン（P1に変更）
2:代替エ ミ ュレーシ ョ ン（P5）に変更

2

行間隔 *1 U0 インチあたりの行数/整数部分 6

行間隔 *1 U1 インチあたりの行数/小数部分 0

文字間隔 *1 U2 インチあたりの文字数/整数部分 10

文字間隔 *1 U3 インチあたりの文字数/小数部分 0

シンボルセッ ト値 U6 シンボルセッ ト値の下2桁 41

U7 シンボルセッ ト値の上2桁
（シンボルセッ ト値=U7-50×100+U6）

53

固定フォン ト ピ ッ
チ

U8 整数部分(cpi.): 0～99 10

U9 1/100単位の小数部分(cpl.): 0～99 0

初期ANKアウ ト ラ
イ ン フ ォ ン ト ・サ
イズ *1

V0 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サ
イズの整数
上位2桁/設定有効範囲値：00～09

00

V1 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サ
イズの整数
下位2桁/設定有効範囲値：00～99

12

V2 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト ・サ
イズの小数2桁
設定有効値：00, 25, 50, 75

00

初期ANKアウ ト ラ
インフォン ト名 *1

V3 起動時のANKアウ ト ラインフォン ト名 Courier

項目 FRPO 設定値 工場設定
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インタフェース共有FRPOパラ メータ
*1: エ ミ ュレーシ ョ ンによっては無視されます。
*2: オプシ ョ ン品装着時に有効です。
*3: 設定後はプリンタの電源を一度切るか、リセッ ト後に有効です。

項目 FRPO 設定値 工場設定

パターンの解像度 B8 0: 300 dpi
1: N8と同じ

0

印刷枚数の設定 C0 1～999 1

シ リ アルラ イン制
御

D0 0: プリ ンタがレディ または待機中 5 秒
ごとに XON コードを送信。エラーは
反映しない。

1: プリ ンタがレディ または待機中 5 秒
ごとに XON コードを送信。エラーを
反映する。

10: XON コードを送信しない。エラーを
反映しない。

11: XON コードを送信しない。エラーを
反映する。

0

バッ フ ァ し きい値
*3

H6 0 ～ 99 受信データバッフ ァ・サイズの
パーセン ト

90

バッファ限界値 *3 H7 0 ～ 99 受信データバッフ ァ・サイズの
パーセン ト

70

受信デー タ バ ッ
ファ容量 *3

H8 0～99 単位は10 Kバイ ト （0: 5 Kバイ ト ） 5

タ イ ム・ア ウ ト の
時間

H9 0～99　 5秒単位（0:オフ） 6

ジ ョブ終了変換
（オプシ ョ ン イ ン
タフェース装着時
のみ有効。） *2,*3

I8 0: なし
1: ̂ Lを追加
2: ̂ Dを追加
3: ̂ Lと ^Dを追加
7: ̂ Dと ^Lを追加

0

ステータス送信制
御

M1 0: なし
1: ステータスを送信

0

起動時の イ ン タ
フェース  *3

M2 2: パラレルインタフェース
3: オプシ ョ ンインタフェース
5: USB

2

バ ッ フ ァ サ イ ズ・
オプシ ョ ン *3

M3 0: 自動
1: バッファサイズを指定（M5/M6/M8）

1

バッ フ ァサイズ比
率（1）*3

M5 オプシ ョ ン インタフェースを装着した
場合の第1バッファの比率

5

バッ フ ァサイズ比
率（2）*3

M6 オプシ ョ ン インタフェースを装着した
場合の第2バッファの比率

5

バッ フ ァサイズ比
率（3）*3

M8 オプシ ョ ン インタフェースを装着した
場合の第3バッファの比率

5

KIRの設定 N0 0: オフ
2: オン

2

次ページへ続く
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ス リープタ イマ時
間

N5 0～48　 5分単位（0～240分 [0:オフ]） 1（5分）

エコプ リ ン ト の設
定

N6 0: オフ
2: オン

0

システム解像度 N8 0: 300 dpi
1: 600 dpi

1

PCL リ ソース保護 
*3

N9 0: オフ
1: パーマネン ト リ ソースを保護して環
境を リセッ ト

2: パーマネン ト / テンポラ リ ・ リ ソース
を保護

0

コマン ド認識文字 P9 33～126のASCIIコード 82（R）

自動カセッ ト切替
え

R1 0: オフ
1: カセッ ト 1←→2
99: 同サイズのカセッ ト を選択

0

用紙サイズ R2 0: カセッ トのサイズ（R4参照）
1: モナーク
2: ビジネス/コマーシャル#10
3: インターナシ ョナルDL
4: インターナシ ョナルC5
5: エグゼクティブ
6: レターサイズ
7: リーガルサイズ
8: ISO A4
9: JIS B5
13: ISO A5
14: ISO A6
15: JIS B6
16: コマーシャル#9
17: コマーシャル#6-3/4
18: ISO B5
19: カスタムサイズ
31: はがき
32: 往復はがき
33: Oficio II
50: Statement
51: Folio
52: 洋形2号（封筒）
53: 洋形4号（封筒）

0

初期給紙元 R4 0: 多目的ト レイ
1: プリ ンタのカセッ ト
2: オプシ ョ ン・ペーパーフ ィーダ
    （PF-17）のカセッ ト

1

ページ保護モード R5 1: 自動
4: オン

1

多目的 ト レ イの用
紙サイズ

R7 0: 最大用紙サイズ/その他はR2と同じ 8

次ページへ続く

項目 FRPO 設定値 工場設定



インタフェース共有FRPOパラ メータ

5-7

デ ィ ジー ホ イ ー
ル・データビッ ト
（Diablo 630 エ ミ ュ
レーシ ョ ン時）

R8 7: 7ビッ ト
8: 8ビッ ト

7

ホス ト バッ フ ァサ
イズ積算値

S5 0: 10 KB
1: 100 KB
2: 1 MB

1

A4/ レ ターサイズ
の共通給紙

S4 0: オフ
1: オン

0

RAM ディ スクサイ
ズ

S6 1～99 MB単位 50

RAM ディ スクモー
ド

S7 0: オフ
1: オン

0

多目的ト レイモー
ド

T0 0: カセッ トモード
1: 優先モード

1

給紙カセッ ト の用
紙サイズ

T1 6: レターサイズ
7: リーガルサイズ
8: ISO A4
9: JIS B5
13: ISO A5
19: カスタム（規格サイズ外）

8

オプシ ョ ン・ペー
パーフ ィーダ
（PF-17）の カ セ ッ
ト用紙サイズ *2

T2 （T1と同じ） 8

ワイ ドA4モード
（10 ptピッチ、
78字/行）

T6 0: オフ
1: オン

0

起動時のステータ
スページの印刷

U5 0: 印刷しない
1: 印刷する

0

クーリエおよびレ
タ ー ゴ シ ッ ク の
フォン ト タ イプ選
択 *3

V9 0: クーリエ＝ダーク
レターゴシッ ク＝ダーク

1: クーリエ＝レギュラー
レターゴシッ ク＝ダーク

4: クーリエ＝ダーク
レターゴシッ ク＝レギュラー

5: クーリエ＝レギュラー
レターゴシッ ク＝レギュラー

5

給紙カセッ ト選択
モード（PCL）

X9 0: 用紙種類の設定によって給紙カセッ
ト を切替え

1: カセッ ト の用紙サイズによって自動
的に給紙カセッ ト を切り替え

0

エラー時の自動継
続印刷（ キーを
押して解除するエ
ラーのみ）

Y0 0: オフ
1: オン

0

自動継続印刷時の
エラー解除時間

Y1 0～99 5秒単位 6（30秒）

項目 FRPO 設定値 工場設定
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付録 A フォン ト
A

この章では、本プリ ンタに搭載されているフォン トについて解説します。

内蔵フォン ト  ..............................................................................A-2
フォン ト リス ト  ...........................................................................A-3



内蔵フォント
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内蔵フォン ト

フォン ト とは、特定のデザインの文字のセッ ト で、スケーラブルあるいはビッ

トマップの別、シンボルセッ ト、間隔、ピッチ、高さ、スタイル、ス ト ローク、およ

び書体などの属性を持っています。

本プリ ンタは PCL/PS互換の欧文スケーラブルフォン ト 80書体と、欧文ビッ ト
マップフォン ト 1書体を内蔵しています。



フォントリスト
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フォン ト リス ト

以下は、本プリ ンタの内蔵フォン トの リ ス トです。

フォン ト

番号 フォントサンプル

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

次ページへ続く
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フォン ト

番号 フォントサンプル

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

次ページへ続く
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フォン ト

番号 フォントサンプル

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80



フォントリスト
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フォン ト

KPDLフォン トサンプル （1） 



フォントリスト

A-7

フォン ト

KPDLフォン トサンプル （2）  
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付録 B オプシ ョ ンについて
B

この章では各オプシ ョ ン機器と、その装着方法について説明します。各オプシ ョ ンに付属のマ

ニュアルも合わせてお読みください。

使用可能なオプシ ョ ン装置 .........................................................B-2
拡張メモリーの増設 ....................................................................B-3
メモリーカード (コンパク ト フラ ッシュカード ) ..........................B-8
ネッ トワークインタフェースカード  ........................................B-10



使用可能なオプション装置
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使用可能なオプシ ョ ン装置

本機には以下のオプシ ョ ンが用意されています。これらのオプシ ョ ン機器につ

いては、京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口へお

問い合わせください。

PF-17 ペーパーフ ィーダ

拡張メモリー（DIMM）

ネッ トワークインタフェースカード
IB-20(10BASE-T/100BASE-TX、10BASE 2）
IB-21/IB21-E(10BASE-T/100BASE-TX）

本機での使用に最も適したネッ ト ワーク インタフェースカードの購入につい

ては、京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にご連

絡ください。

このプリンタで使用できるネッ トワークインタフェースカードは DC 3.3 V で
動作するものだけです。

メモリーカード  (コンパク ト フラ ッシュカード )
本機に適した メモ リーカードの購入については、京セラ ミ タジャパン株式会社

正規特約店、またはお客様相談窓口にご連絡ください。

!お知らせ



拡張メモリーの増設

B-3

拡張メモリーの増設

本機は標準で 16 MBのメモ リーを搭載していますが、メモ リー（DIMM）を増設
するこ とでよ り複雑な印刷が可能になり、印刷処理も高速化します。本機には、

メモ リー増設のために空きスロ ッ トが 1 つ用意されています。そのスロ ッ トに
オプシ ョ ンの拡張メモ リーを増設するこ とで、最大144 MBまでプリ ンタのメモ
リーを拡張するこ とができます。

DIMM の装着は京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓
口へお申し付け く ださい。お客様自身が装着を行った結果起きた破損、障害に
つきましては弊社は一切の責任を負いかねますので、ご了承 く ださい。

以下からの説明は、作業をするサービスマンに対するものです。

メ イン基板およびDIMMの取り扱い上の注意
衣類やカーペッ ト などを通して人体に蓄積される静電気は、半導体チップを数

多く搭載したDIMMには大敵です。静電気による破壊から DIMMを保護するた
めに、装着前に次の事柄についてご注意ください。

･ DIMMは、プリンタに装着する直前まで静電気防止袋より取り出さないで
ください。

･ DIMMに触れる前に、アースなどによって人体の静電気を除去してくださ
い。作業中は静電気防止のリストストラップを使用することをおすすめし
ます。

･ メイン基板や DIMMに触れるときは、プリント配線部には触れずに必ず基
板の端を持ってください。

!お知らせ



拡張メモリーの増設
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対応拡張メモリー

オプシ ョ ンの DIMM については、京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、ま
たはお客様相談窓口へお申し付け ください。

DIMMの装着
DIMMをプリ ンタのメ イン基板上の専用スロ ッ トに装着します。

警告

プリンタに DIMM を装着する際は、プリンタの電源は必ず切り、ケーブ
ル類はすべて取り外して く ださい。感電の原因になることがあります。

作業はきれいなテーブルの上などで行って く ださい。万一、作業中に金
属片や液体などの異物が機器の内部に入り、そのまま使用した場合は
火災、感電の恐れがあります。

1 プ リ ンタの電源を切 り、電源コード とプ リ ンタに接続しているケーブル

をすべて取り外して ください。

2 プリ ンタ後面のネジを外して ください。



拡張メモリーの増設
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3 下図のよ うに、サイ ドカバーを取り外して ください。

サイ ドカバーを取り外すと、メ イン基板上の DIMM装着用ソケッ トがあ
り ます。

4 オプシ ョ ンのDIMMをパッケージから取り出します。

5 DIMMソケッ ト両端のス ト ッパを矢印の方向に開いてください。

サイ ドカバー

DIMM装着用
ソケッ ト

ス ト ッパ



拡張メモリーの増設
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6 DIMM の端子部を下側にし、DIMM の切り欠き部分と ソケッ トの突起部
分を合わせてまっすぐ差し込んでください。

7 ス ト ッパを閉じて装着したDIMMを固定して くだい。 

8 DIMM の装着後、サイ ドカバーを取り外したと き と逆の手順でプリ ンタ

に装着し、ネジで固定してください。

DIMMの取り外し
B-4～B-5ページの手順1～3でプリ ンタのサイ ドカバーを取り外し、DIMMを固
定している両端のツ メを外側に開いて、DIMMを静かに引き抜いてください。

DIMM



拡張メモリーの増設
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メモリー拡張の確認

DIMMを装着したら、正し く装着されたか次の方法で確認して ください。

1 プ リ ンタの電源スイ ッチがオフになっている こ と を確認してから電源

コードをプ リ ンタに差し、プ リ ンタの電源を入れてください。

2 プリ ンタの インジケータが点灯したら、  キーを約 3秒間押して く
ださい。インジケータが上から下へ流れるよ うに点滅したら、指をキー

から離して ください。

3 しばら く すると ステータスページが印刷されますので、表示されているメ

モリ ーの量を確認してく ださい。DIMM の装着が正しく 行われていれば、

Total memoryの表示が増加しています。（ 工場出荷時のメ モリ ーサイズは 16
MBです。）

プリンタ ド ライバの設定

プ リ ンタに メモ リーを追加したら、この メモ リーが有効になるよ うに、次の手

順でプリ ンタ ド ライバを設定します。

1 Windows のスタートボタンをク リ ッ ク して、設定をポイント し、プリンタ
をク リ ッ ク します。

2 Kyocera Mita FS-1010 KX アイコンをマウスの右ボタンでク リ ッ ク し
て、プロパテ ィ を ク リ ッ ク します。プロパテ ィダイアログボッ ク スが表

示されますので、デバイス設定タブをク リ ッ ク します。

3 プ リ ンタに装着された メモ リーサイズの合計を搭載メモリーボッ ク ス

に入力します。最大144 MBまで指定できます。



メモリーカード(コンパクトフラッシュカード)
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メモリーカード (コンパク ト フラ ッシュカード )

メモ リーカード ( コンパク ト フラ ッシュカード )はプリ ンタの背面にあるカー
ド スロ ッ ト に差し込みます。メモ リーカードはマイ ク ロチップカードで、オプ

シ ョ ンのフォン トやマク ロ、フォームなどが格納されています。プ リ ンタの電

源を入れる と、このカードの内容がプ リ ンタの内蔵メモ リーに読み込まれま

す。プ リ ン タ メ モ リ ーにこのデータが存在するかど う かを確認するには、ス

テータスページの出力を見てください。

使用可能な メモ リーカードについて、詳し くは、お買い求めの京セラ ミ タジャ

パン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓口にお問い合わせください。

以下の手順でメモ リーカードを、プ リ ンタに装着して ください。

1 プリ ンタの電源を切り ます。

メモリーカードは、プリンタの電源を入れたまま抜き差し しないで く だ
さい。電源がオンのまま、メモリーカードの抜き差しを行う と、4 つのイ
ンジケータがすべて点灯し、プリンタは停止します。また、プリンタやメ
モリーカードが破損する場合があります。

2 オプシ ョ ン・インタフェーススロ ッ ト カバーを固定しているネジを外し

て、スロ ッ ト カバーを外します。

!お知らせ

オプシ ョ ン・インタフェーススロッ ト カバー



メモリーカード(コンパクトフラッシュカード)
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ネッ ト ワーク インタフェースカードが装着している場合は、固定してい

るネジを外して、ネッ ト ワーク インタフェースカードを取り外して くだ

さい。

3 図のよ うに、スロ ッ ト に メモ リーカードを挿入します。奥まで確実に挿

し込んでください。

4 手順2で取り外したスロ ッ ト カバーを元に戻して ください。また、ネッ ト
ワーク インタフェースカードを取り外した場合は、再度装着し、しっか

り とネジ止めして ください。

ネッ トワークインタフェースカード

メモリーカード
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ネッ トワークインタフェースカード

ネッ ト ワーク インタフェースカードは、プ リ ンタの背面にあるオプシ ョ ン・イ

ンタフェーススロ ッ トにオプシ ョ ンに装着します。ネッ ト ワーク インタフェー

スカード を装着する と、プ リ ンタをネッ ト ワークで使用できる よ う にな り ま

す。装着の際は、ネッ ト ワーク インタフェースカードに付属している説明書も

合わせてお読みください。

DIMM の装着は京セラ ミ タジャパン株式会社正規特約店、またはお客様相談窓
口へお申し付け く ださい。お客様自身が装着を行った結果起きた破損、障害に
つきましては弊社は一切の責任を負いかねますので、ご了承 く ださい。

以下からの説明は、作業をするサービスマンに対するものです。

1 プリ ンタの電源を切り、電源ケーブルとプ リ ンタケーブルを外します。

2 オプシ ョ ン・インタフェーススロ ッ ト カバーを固定しているネジを外し

て、スロ ッ ト カバーを外します。

!お知らせ

オプシ ョ ン・インタフェーススロッ ト カバー



ネットワークインタフェースカード

B-11

3 ネッ ト ワーク インタフェースカード を挿入し、手順 2で外したネジでしっ
かり と 固定してく ださい。

ネッ トワークインタフェースカード
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付録 C インタフェース
C

こ こでは、プ リ ンタのパラレルインタフェースのピン割り当てや信号の意味などについて解説し

ます。

パラレルインタフェース ...................................................... C-2
USBインタフェース ............................................................. C-6



パラレルインタフェース
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パラレルインタフェース

パラレルインタフェースのコ ミ ュニケーシ ョ ンモード

本機のパラレルインタフェースは、高速セン ト ロニクス方式による高速データ

転送に対応しています。パラレルインタフェースのコ ミ ュニケーシ ョ ンモード

は、リ モー ト ・オペレーシ ョ ンパネルで以下のモードに切り替える こ とができ

ます。

コンピュータ との接続には、IEEE1284 規格に準拠したプリンタケーブルをお
使い ください。

自動モード（初期設定）

接続したコンピュータによって自動的にモードを切り替えます。通常、この設

定を変更する必要はあ り ません。

ニブル（高速）モード

IEEE1284 ニブルモードに準拠した高速転送スピードで、データの送受信を行
います。

標準モード

従来の標準セン ト ロニクス仕様の転送スピードで、データを受信します。

高速モード

IEEE1284に準拠した高速転送スピードで、データを受信します。
（ワークステーシ ョ ンに接続した環境で正し く印刷できない場合は、このモー

ドに設定してみてください。）

!お知らせ
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インタフェース信号

パラレルインタフェースコネク タの各ピンの信号は次の表のとおりです。アス

タ リ スク（*）の付いた信号は、負論理の信号であるこ とを示しています。表には
それぞれの信号がプリ ンタ側から見て入力か出力かを示しています。

[ ] 内は自動モード とニブル（高速）モードでの信号名です。自動モード とニブル（高速）
モードでは、双方向通信で用いられます。

ピン 入/出力 コンピュータの信号

1 入 Strobe* [nStrobe]

2 入 Data 0 [Data 1]

3 入 Data 1 [Data 2]

4 入 Data 2 [Data 3]

5 入 Data 3 [Data 4]

6 入 Data 4 [Data 5]

7 入 Data 5 [Data 6]

8 入 Data 6 [Data 7]

9 入 Data 7 [Data 8]

10 出 Acknowledge* [nAck]

11 出 Busy [Busy]

12 出 Paper Empty [PError]

13 出 Online (Select) [Select]

14 入 Ignored [nAutoFd]

15 - 使用せず

16 - 0 V DC

17 - 筐体グラウンド

18 - +5 V DC

19 - グラウンド

20 - グラウンド

21 - グラウンド

22 - グラウンド

23 - グラウンド

24 - グラウンド

25 - グラウンド

26 - グラウンド

27 - グラウンド

28 - グラウンド

29 - グラウンド

30 - グラウンド

31 入 Reset [nInit]

32 出 Error*, returns error status if FRPO O2=2 [nFault]

次ページへ続く
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Strobe* [nStrobe] ストローブ（ピン1）

この信号がLからHに変わったと きに、プ リ ンタがData 0 [1] からData 7 [8] の信
号をラ ッチ。

Data 0 [1] からData 7 [8]（ピン2～9）

コンピュータからプリ ンタへ送られるデータの 1バイ ト を形成する 8本の信号
線。Data 7 [8] が最高位ビッ ト。

Acknowledge* [nAck]（ピン10）

データ受信の終了をLパルスで表示。

Busy [Busy]（ピン11）

データ受信のできない状態をH、受信可能状態をLで表示。

Paper Empty [PError]（ピン12）

紙の無い状態をHで表示。

Online [Select]（ピン13）

プリ ンタのオンライン状態をH、オフライン状態をLで表示。上部ユニッ トがあ
がっている場合、または  キーが押されたためプ リ ンタがオフラ インになっ
ている場合はLにな り ます。

Paper Empty、On-LineおよびError信号は、FRPO O2パラメータで設定します。

+5 V DC（ピン18）

プリ ンタの+5 V DCラインに接続。（+5 V±0.5 V、最大400 mA、fused）

Reset [nInit]（ピン31）

コンピュータからプリ ンタを リセッ トする標準セン ト ロニクス信号。

Error* [nFault]（ピン32）

エラー制御時（FRPO O2=2）に、エラー状況を送信。

33 - -

34 - 使用せず

35 出 Power Ready

36 入 Select In [nSelectIn]

ピン 入/出力 コンピュータの信号

!お知らせ
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Auxiliary output 1 (ピン 33)

この信号線は使用されません。

Power Ready (ピン35)

プリ ンタの電源が入っている場合、この信号はHにな り ます。

Select In [nSelectIn] (ピン36)

この信号は、コンピュータで強制的にプリ ンタをオンラインにできるよ うにす

るため、一部バージ ョ ンのセン ト ロニク ス インタフェースで使用されていま

す。
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USBインタフェース

本機のUSB(ユニバーサルシ リアルバス ) インタフェースは、USB仕様Revision
1.1に準拠しています。USBインタフェースの仕様と信号は次のとおりです。

仕様

基本仕様

USB Revision 1.1に準拠しています。

コネクタ

プリ ンタ：Bレセプタ クル（メ ス）アップス ト リームポート

ケーブル：Bプラグ（オス）

ケーブル

5 m以下のUSB仕様Revision 1.1適合ケーブル。シールド されているケーブル線
を使用して ください。

転送モード

フルスピード （最大12 Mbps）

電源コン トロール

自己電源デバイス

インタフェース信号

USB 接続ピン割り当て

ピン 信号 説明

1 Vbus 電源 (+5 V) 

2 D- データ転送用

3 D+ データ転送用

4 GND 信号グラウンド

シェル シールド
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プリンタの仕様

* 標準印刷ページとは、本プリンタで日常的に印刷する際の目安です。平均の月間印刷ページ数を標準印刷枚数以内でご使用いただく ことに
より、本プリンタをより快適にご利用いただく ことができます。また、標準印刷ページ数は最大で5年間使用するための目安にもなります。

項目 仕様

印刷方式 半導体レーザ＋ポ リ ゴン ミ ラー走査

プリ ン ト速度（コピーモード ） A4: 14枚/分（A4普通紙）

解像度 Fast 1200モード
600 dpi（水平および垂直）、KIRによるスムージング機能付き
300 dpi（水平および垂直）、KIRによるスムージング機能付き

ファース トプ リ ン ト （A4） 22秒以下（印刷するデータによって異な り ます）

ウォームアップ時間（23 °C） 10秒以下（ス リープモード時）
15秒以下（電源投入時）

CPU PowerPC 405 （200 MHz）

メ イン メモ リー 標準16 MB（最大144 MBまで増設可能）

対応OS Windows 95/98/Me、Windows NT 4.0、Windows 2000、Windows XP

セルフテス ト 起動時に実行

最大許容印刷枚数 10,000枚/月

標準印刷枚数* 2,000枚/月

ド ラム OPC

現像方式 1成分乾式現像

主帯電方式 スコロ ト ロン帯電（＋）

転写方式 ローラ転写（－）

ド ラムク リーニング方式 カウンタブレード

定着方式 ヒート ローラ熱定着

トナー節約方式 エコプリ ン ト （Ecoprint）モード

使用用紙 普通紙（第4章   参照）

廃棄 トナー容量 100,000枚以上（A4、印刷率約5 %）

用紙サイズ 給紙カセッ ト : リーガル、レター、A4～A5 ユニバーサルカセッ ト
多目的ト レイ : 70×148 mm～216×297 mm

給紙枚数 給紙カセッ ト : 約250枚（64 g/m2 ［厚さ0.11 mm］）
多目的ト レイ : 約50枚（64 g/m2 ［厚さ0.11 mm］）

排紙ト レイ容量 上向き排紙ト レイ : 約150枚（64 g/m2 ［厚さ0.11 mm］）
下向き排紙ト レイ : 約30枚（64 g/m2 ［厚さ0.11 mm］）

設置環境 温度: 10～32.5 °C 湿度: 20～80 % RH
海抜: 2,000 m以下 照度: 1,500 lux以下
推奨環境: 23 °C、60 % RH

電源 AC100 V、50/60 Hz、8.4 （A）以下

消費電力 最大消費電力: 818 W
通常使用時: 269 W
待機時: 11 W
ス リープ時: 6 W

稼動音
（ ISO7779に準拠［ バイスタンド位置、正面音圧レベ
ル］）

プ リ ン ト時: 50 dB（A）
スタンバイ時: 28 dB（A）
ス リープ時: 測定限界以下

外形寸法 幅 378×高さ  222×奥行き  375 mm（給紙カセッ ト を除く ）

本体重量 9.5 kg
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dpi（dots per inch）
解像度を表す単位です。1 イ ンチにプ リ ン ト する
ド ッ ト 数を表し ます。本プ リ ン タは、1200 dpi、600
dpiまたは300 dpiが選択できます。

IEEE1284
プ リ ンタ と コンピュータを接続する標準的な規格

です。この規格は IEEE（Institute of Electrical and
Electronic Engineers）で1994年に制定されました。

KIR（Kyocera Image Refinement）
スムージング機能です。この機能はプ リ ンタの解像

度をソフ ト的に向上させ、高品質な印刷を実現しま

す。KIR は、リモート ・オペレーシ ョ ンパネルからオ
フに切り替えるこ とができます。

KM-NET VIEWER
ネッ ト ワーク上のプ リ ンタの状態を確認できます。

付属の CD-ROM（Kyocera Mita Digital Library）に収
録されている、ネッ ト ワークマネジメン ト ツールで

す。

Kyocera Mita Digital Library
本プリ ンタに付属のCD-ROMです。このCD-ROMに
は、仕様説明書、プ リ ンタ ド ラ イバ、ユーティ リ テ ィ

ソフ ト などが添付されています。

MB（mega bytes）
データの量を表す単位です。1 MB は 1,024 KB
（=1,048,576 bytes）に相当します。

RAMディスク
プ リ ンタのメモ リー領域を利用した仮想ディ ス ク

スペースです。RAM ディ スクを使う と、電子ソート
が利用可能になり、印刷時間を短縮できます。

USB(Universal Serial Bus)インタフェース
低、中速向けのシリアル規格。本機のUSBインタフェー
スは Revision 1.1 規格に準拠しています。最大通信速度
は12 Mbps、接続ケーブルは5 m以下です。

アウト ラインフォン ト

アウ ト ラ インフォン ト ではフォン ト の輪郭を数式

によって記録しており、この数式の値を変更するこ

とで文字の拡大、縮小などを行います。フォン ト の

輪郭が数式で記録されているため、拡大しても輪郭

のなめらかな美しい印刷が行えます。フォン トサイ

ズは0.25ポイン ト単位で最大999.75ポイン ト まで設
定するこ とができます。

エコプリン ト（Ecoprint）
トナーを節約するための印刷モードです。エコプ リ

ン ト モードでの印刷は通常モードでの印刷よ り も

薄くな り ます。初期設定ではエコプ リ ン ト モードは

オフに設定されています。エコプ リ ン ト は、リ モー

ト ・オペレーシ ョ ンパネルからオンに切り替えるこ

とができます。

エミ ュレーシ ョ ン

他のプリ ンタ と同じよ うに機能するこ とです。本プ

リ ン タは PCL（初期設定）、ラ イ ンプ リ ン タ、IBM
Proprinter、DIABLO 630、EPSON LQ-850、KPDL のエ
ミ ュレーシ ョ ンを備えています。エ ミ ュレーシ ョ ン

は、リ モー ト ・オペレーシ ョ ンパネルから選択する

こ とができます。

オフライン

受信したデータを処理しない状態です。印刷するに

は  キーを押してオンラ インに切り替えて くだ
さい。

オンライン

受信したデータを処理して印刷できる状態です。

拡張メモリー（DIMM）
プ リ ンタのメモ リー容量を増やすための増設用の

メモ リー（オプシ ョ ン）です。本プ リ ンタは拡張メモ

リー用のメモ リースロ ッ ト を1つ装備しています。

カセッ トモード

多目的 ト レイの動作モードです。このモードは、給

紙カセッ ト と同じ よ う に用紙を連続して給紙する
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こ とができます（最大約50枚）。このモードはリモー
ト ・オペレーシ ョ ンパネルから優先モードに切 り替

えるこ とができます。

ステータスページ

ステータ スページを印刷する と 、搭載メ モリ ー容

量、総印刷枚数、給紙元の設定などプリ ンタに関す

る様々な情報を確認するこ と ができます。ステータ

スページは、プリ ンタの操作パネルの  キーを3秒
以上押すと 印刷されます。

スリープモード

省電力のために設け られているプ リ ン タの動作

モードで、プ リ ンタ本体の操作やデータの送受信が

一定の時間行われないと ス リープモードに移行し

ます。ス リープモード時は電力の消費は最小に抑え

られます。ス リープモードへの移行時間は初期設定

で 5 分に設定されていますが、リモート ・オペレー
シ ョ ンパネルから設定を変更するこ とができます。

操作パネル

プ リ ンタ上部の右側にあ り ます。4 つのインジケー
タ と 2つのキーがあ り ます。各インジケータの点灯、
点滅、消灯の状態から、プ リ ンタの現在の状態を知

る こ とができます。また、キーを押すこ とによって、

プ リ ンタのオンラ イン とオフ ラ インを切 り替えた

り、印刷をキャンセルしたりするこ とができます。

多目的ト レイ

プリ ンタの給紙ト レイです。封筒、ハガキ、OHPフ ィ
ルム、ラベル用紙などを印刷する と きは、給紙カ

セッ ト ではな く多目的 ト レ イから給紙して くださ

い。

パラレルインタフェース

パラレルインタフェースを使用した場合、プ リ ンタ

と コンピュータ間のデータ転送は8ビッ トで行われ
ます。本プリ ンタは、IEEE1284 準拠の双方向通信に
対応しています。

フェイスアップ ト レイ

プ リ ンタの後面にある排紙ト レイで、ハガキ、封筒、

ラベル用紙などに印刷する際に使用します。

プリスクライブ（PRESCRIBE）コマンド
京セラ ミ タプ リ ンタに搭載されているプ リ ンタ制

御言語で、プ リ ンタに必要な様々な設定を行う こ と

ができます。また、テキス ト フォーマッ ト で記述さ

れたわかりやすいコマン ドであるため、容易にプロ

グラ ミ ングを行う こ とができます。

プリンタ ド ライバ

アプ リ ケーシ ョ ンで作成したデータを印刷するた

めに使用する ソフ ト ウェアです。本機のプ リ ンタ ド

ラ イバは、プ リ ンタに付属のCD-ROM（Kyocera Mita
Digital Library）に収録されています。

プロセスユニッ ト

感光ド ラム と現像器で構成されています。

優先モード

多目的 ト レ イの動作モードです。このモードは、多

目的 ト レ イに用紙をセッ ト している場合には他の

給紙元を選択していても多目的 ト レイから優先し

て給紙します。初期設定では優先モードに設定され

ていますが、リモー ト ・オペレーシ ョ ンパネルから

カセッ トモードに切り替えるこ とができます。

リモート・オペレーシ ョ ンパネル

コンピュータのディ スプレイ上に、仮想のプ リ ンタ

操作パネルを表示させるユーテ ィ リ テ ィです。リ

モー ト ・オペレーシ ョ ンパネルを使 う と、コ ン

ピュータのディ スプレ イ上でプ リ ンタの基本的な

設定を行った り、コンピュータのディ スプレイ上に

プ リ ンタの状態や紙詰ま り などのエラーメ ッセー

ジを表示させた りする こ とができる よ う にな り ま

す。リモート ・オペレーシ ョ ンパネルは、プ リ ンタに

付属の CD-ROM（Kyocera Mita Digital Library）に収
録されています。



索引- 1

索引



索引

索引- 2

C
CLEANER HOME POSITION 2-9

D
DIMM B-2

DIMMの装着 B-4

dpi（dots per inch） E-2

E
Ecoprint 1-31, E-2

F
FRPO 1-49, 5-1

I
IEEE1284 E-2

K
KIR（Kyocera Image Refinement）
 1-29, E-2

KM-NET VIEWER E-2

Kyocera Mita Digital Library E-2

M
MB（mega bytes） E-2

O
OHPフ ィルム  4-7, 4-8

P
PDF417 二次元スタ ッ クシンボル 
xii

R
RAMディ スク  1-38, E-2

U
USBインタフェース  C-6

あ
アウ ト ラ インフォン ト  E-2

い
一般的な問題 3-2

印刷濃度 1-28

印刷品質の問題 3-3

印刷方向 1-19

インジケータ  1-3, 3-5

インタフェース共有FRPOパラ
メータ  5-5

インタフェース信号 C-3

インタフェース独立FRPOパラ
メータ  5-3

え
エコプリ ン ト  1-31, E-2

エ ミ ュレーシ ョ ン  1-36, E-2

エラー表示 3-8, 3-11

お
オフライン E-2

オンライン E-2

か
解像度 1-32

拡張メモ リー B-2, B-4, E-2

拡張メモ リーの増設 B-3

カセッ トモード  E-2

紙詰ま り  3-6, 3-14

紙の状態 4-3

き
キー 1-3

基本重量 4-5

給紙元 1-20, 1-25

こ
固定資産番号 1-47

コピー枚数（印刷枚数） 1-18

さ
再生紙 4-10

サイ ドカバー B-5

し
自動改ページ待ち時間 1-33

仕様 D-2

上部カバー 2-3

す
ステータスページ 1-3, 1-4, E-3

ス リープモード  1-34, E-3

せ
清掃 2-7

繊維の方向 4-5

前面カバー 2-7

そ
操作パネル 1-1, 1-2, E-3

た
対応拡張メモ リー B-4

タイムアウ ト  1-33

多目的ト レイ  E-3

ち
チャージャワイヤ 3-3, 3-4

着色紙 4-10

て
適正紙の選択 4-3

電源 D-2

転写ローラ  2-8

と
特殊な用紙 4-7

トナーキッ ト （TK-17） 2-2

トナーコンテナの交換 2-2, 3-7

トナー残量の確認 1-39

な
内蔵フォン ト  A-2



索引

索引- 3

ね
ネッ ト ワーク インタフェース  1-37

は
パラレルインタフェース  E-3

パラレルインタフェースのコ ミ ュ
ニケーシ ョ ンモード  C-2

ひ
表示言語 1-40

ふ
ファームウェア設定 5-2

ファームウェアのバージ ョ ン  1-5

封筒 4-7, 4-10

フェイスアップ ト レイ  3-14, E-3

フォン ト リ ス ト  A-3

プリ スク ラ イブコマン ド  1-49, E-3

プリ ンタ との接続 1-16

プリ ンタ ド ライバ E-3

プリ ンタの設定 1-41

プリ ンタのパスワード  1-42

プリ ンタ メモ リの確認 1-44

プレ印刷紙 4-10

プロセスユニッ ト  2-7, E-3

ほ
保水度 4-5

ホス トバッファ  1-45

め
メ イン基板 B-3

メニュー項目 1-17

メモ リー拡張の確認 B-7

メンテナンス要求表示 3-6

ゆ
優先モード  E-3

よ
用紙サイズ 1-21, 4-4

用紙成分 4-3

用紙タイプ 4-11

用紙に関するその他の仕様 4-6

用紙について 4-1

用紙の厚さ  4-5

用紙の厚さ設定 1-26

用紙の基本仕様 4-2

用紙の滑らかさ  4-4

ら
ラベル紙 4-7

ラベル用紙 4-8

り
リ ソース リ ス ト  1-48

リモート ・オペレーシ ョ ンパネル 
1-7, E-3

リモート ・オペレーシ ョ ンパネル
のインス トール 1-8

リモート ・オペレーシ ョ ンパネル
の起動 1-10

リモート ・オペレーシ ョ ンパネル
の基本設定 1-13

リモート ・オペレーシ ョ ンパネル
の名称と機能 1-11

れ
レジス ト ローラ  2-8

ろ
ロ ッ クレバー 2-3





プリ ンタ ド ライバガイ ド
（CD-ROM収録）
FS-1010ページプリ ンタ プ リ ンタ ド ライバガイ ド



i

本書はプリ ンタ ド ラ イバのインス トールと、用紙サイズの設定や給紙元の選択など、プ リ ンタ ド ラ イバの基本

的な操作方法について説明します。

プ リ ンタ ド ライバはプリ ンタに付属のCD-ROM (Kyocera Mita Digital Library)に収録されています。お使いのコ
ンピュータにインス トールする と、Windows のアプリケーシ ョ ンソフ ト から印刷を行う こ とができます。

京セラ ミ タプ リ ンタ ド ラ イバおよびユーティ リティの最新版は、京セラ ミ タジャパンのホームページ (http://
www.kyoceramita.co.jp/jp)から入手できます。

本章で使用しているプリンタ ド ライバの操作、画面のレイアウト機能は、改良のため変更になることがありま
す。

!お知らせ
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第 1章 プリンタ ド ライバの
インストール
1

本章ではプ リ ンタに接続したコンピュータに、プ リ ンタ ド ラ イバをインス トールする手順と、プ

リアプリケーシ ョ ンソフ ト から印刷する手順について説明します。



パラレルインタフェースへの接続
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パラレルインタフェースへの接続

プ リ ンタ付属の CD-ROM (Kyocera Mita Digital Library) をコンピュータの CD-
ROM ド ラ イブにセッ ト して、自動的に表示されるセッ ト アップ画面の指示に
従ってプ リ ンタ ド ラ イバのインス トールを行ってください。こ こでは Windows
Me でのインス トールを例にしていますが、Windows 98/2000/XP でも同様の手
順でインス トールできます。

プリンタを USB インタフェースで接続する場合は、1-9 ページの USB インタ
フェースへの接続 をお読み く ださい。

1 Kyocera Mita Digital Library CD-ROM をコンピュータの CD-ROM ド ラ
イブにセッ ト して ください。しばら くする と、使用許諾の画面が表示さ

れます。

2 使用許諾を表示をク リ ッ ク して ください。 使用許諾契約書が表示されま
す。

コンピュータに Adobe Acrobat Reader がインス トールされていない場
合、使用許諾契約書を開く こ とができないので次のダイアログボッ クス

が表示されます。 はいボタンをク リ ッ ク して、インス トールして くださ
い。

3 表示された使用許諾契約書の内容をよ くお読みにな り、同意いただける

場合は使用許諾の画面に戻って、同意する（ ）を ク リ ッ ク して くださ

い。 しばら くする と、メ インメニューが表示されます。

!お知らせ
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4 ド ライバのインス トールをク リ ッ ク して ください。京セラ ミ タ ド ライバ

セッ トアップウィザードが開始されます。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。

5 デバイス モデルの選択が表示されますので、FS-1010を選択して くださ
い。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。
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6 選択可能なドライバボッ クスでKyocera Mita FS-1010 KXが選択されて
いるこ とを確認して、次へボタンをク リ ッ ク して ください。 

7 ド ライバオプシ ョ ンの選択が表示されます。オプシ ョ ン機能を選択する

場合は、それぞれのチェッ クボッ クスをク リ ッ ク して ください。

TrueTypeスクリーンフォン トは、プリ ンタフォン トのTrueTypeフォン ト
を、コンピ ュータにインス ト ールし ます。エピーログ / プロローグモ
ジュールは、京セラ ミ タのページ記述言語であるプ リ スク ラ イブコマン

ドを、プ リ ンタ ド ライバから使用できます。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。
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8 デバイスの接続が表示されますので、プ リ ンタの接続タイプを選択して

ください。パラレル接続はローカル、ネッ ト ワーク接続はネッ トワーク

を選択して ください。

ネッ ト ワークに接続する場合は、ネッ ト ワーク管理者に問い合わせて く

ださい。

次へボタンをク リ ッ ク します。

9 デバイスポートの選択が表示されますので、プ リ ンタの接続に使用する

インタフェースを選択して ください。パラレル接続時は LPT1 を選択し
て ください。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。
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10 デバイス名の選択が表示されます。必要に応じて、プ リ ンタの名前を変

更できます。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。

11 このプ リ ンタを通常使用する場合は、はいボタンをク リ ッ ク して くださ

い。

12 インス ト レーシ ョ ン開始が表示されますので、次へボタンをク リ ッ クす

る と インス トールが始ま り ます。
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13 インス トールが終了する と、次の画面が表示されます。終了ボタンを ク

リ ッ クする と、コンピュータが再起動します。
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インス トールの確認

プリ ンタを再起動後、次の手順に従ってプ リ ンタ ド ラ イバが正し く インス トー

ルされているこ とを確認します。

1 Windows のスタート、設定、プリンタの順にク リ ッ ク して、プリンタ画面
に Kyocera Mita FS-1010 KX のアイ コンが追加されている こ と を確認
します。

2 Kyocera Mita FS-1010 KXのアイコンを右ク リ ッ ク し、プロパティを選択
します。次のダイアログボッ クスが表示されます。詳細タブをク リ ッ ク し

て、1-5ページの手順9 で選択したポートが印刷先のポートに表示されて
いるこ とを確認して ください。

OK ボタンを ク リ ッ ク してダイアログボッ クスを閉じて ください。プ リ
ンタ ド ラ イバの使用方法については、次章以降をお読みください。
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USB インタフェースへの接続

使用しているコンピュータに USB インタフェースが装備されている場合は、
USB ケーブル（別売）で本機の USB インタフェース と接続して印刷するこ とが
できます。

プリンタをパラレルインタフェースまたはネッ トワークインタフェース (オプ
シ ョ ン )で接続する場合は、1-2 ページの パラレルインタフェースへの接続 を
お読みください。

USBプリンテ ィングサポート (Printing Support)のインストール

こ こでは、Windows MeにUSBプリ ンティングサポート と、プ リ ンタ ド ラ イバを
インス トールする方法について説明します。Windowsの種類によっては、一部
手順が異なり ますので、別途説明をしています。

1 コンピュータ とプ リ ンタの電源を入れ、コンピュータのCD-ROM ド ラ イ
ブに Kyocera Mita Digital Library CD-ROM をセッ ト して ください。使用
許諾が表示されますので、終了ボタンをク リ ッ ク して ください。

2 USB ケーブルで、プ リ ンタ と コンピュータを接続して ください。

3 Windows のプラグアンドプレイ機能によ り、自動的にプリ ンタが検知さ
れ、新しいハードウェアの追加ウィザードが表示されます。適切なド ラ

イバを自動的に検索する（Windows 98 では、使用中のデバイスに最適な
ド ライバを検索する）を選択します。 

次へボタンをク リ ッ ク して ください。

4 Windows Me の場合は、自動的にインス トールが始ま り ますので、手順 6
へ進んでください。Windows 98 の場合は、次の画面が表示されます。検索
場所の指定を選択して、次のよ うに入力して ください。[CD-ROM ド ラ イ
ブ名]:¥USB

!お知らせ
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次へボタンをク リ ッ ク して ください。

5 ダイアログボッ クスに [CD-ROMド ライブ名 ]:¥USB¥USBPRINT.INF が
表示されているこ とを確認して ください。

次へボタンを ク リ ッ ク して ください。USB プリンテ ィ ングサポートの
インス トールが始ま り ます。

6 インス トールが完了する と、次のダイアログボッ ク スが表示されます。

これで、USB プリンテ ィ ングサポートのインス トールは完了です。

完了ボタンをク リ ッ ク して ください。つづけてプ リ ンタ ド ラ イバのイン

ス トールを行います。次項に進んでください。
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プリンタ ド ライバのインストール

USB プ リ ンテ ィ ングサポー トのインス トール後、プ リ ンタ ド ラ イバのインス
トールが続けて始ま り ます。

1 Windows 98の場合は次のダイアログボッ クスが表示されますので、次へ
ボタンをク リ ッ ク して ください。Windows Me の場合は、手順 2へ進んで
ください。

2 適切なド ライバを自動的に検索する（Windows 98 では、使用中のデバイ
スに最適なドライバを検索する）を選択して ください。

次へボタンをク リ ッ ク します。

3 Windows Meの場合は、自動的にインス トールが始ま り ますので、手順6へ
進んでください。Windows 98 の場合は、次の画面が表示されます。検索場
所の指定を選択して、[CD-ROM ド ラ イブ名]:
¥Drivers¥Japanese¥Multiと入力してください。

次へボタンをク リ ッ ク して ください。
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4 次のダイアログボッ クスが表示されますので、次へボタンをク リ ッ ク し

て ください。

5 プリンタの追加ウィザードが開きます。ウ ィザードに表示される指示に

従って、プ リ ンタ  ド ラ イバをインス トールして ください。

6 インス トールが終了する と次の画面が表示されますので、完了ボタンを

ク リ ッ ク して ください。

以上でプリ ンタ ド ラ イバのインス トールは終了です。
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インス トールの確認

プリ ンタ ド ラ イバが正し く インス トールされているか、以下の手順で確認して

ください。

1 Windowsのスタート 、設定、プリンタの順にク リ ッ ク して、プリンタ画面に
Kyocera Mita FS-1010 KX のアイコンが追加されているこ とを確認しま
す。

2 Kyocera Mita FS-1010 KX のアイコンを右ク リ ッ ク し、プロパテ ィを選
択します。次のダイアログボッ ク スが表示されます。詳細タブを ク リ ッ

ク して、印刷先のポートに USB 001 (Virtual printer port for USB)が表示
されているこ とを確認します。

OKボタンをク リ ッ ク してダイアログボッ クスを閉じてください。プリ ン
タ ド ラ イバの使用方法については、次章以降をお読みください。
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第 2章 基本設定
2

本章では、プロパテ ィダイアログボッ クスで行う、プ リ ンタ ド ラ イバの基本設定について説明し

ます。

プロパテ ィダイアログボッ クスでの設定は、すべてのアプリケーシ ョ ンソフ ト で有効になりま
す。設定を一時的に変更するには、それぞれのアプリケーシ ョ ンソフ トから、印刷のプロパテ ィで
行って く ださい。本書の第3章 アプリケーシ ョ ンソフ トからの印刷を参照して く ださい。

!お知らせ
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オプシ ョ ンペーパーフ ィーダの追加

プリ ンタにオプシ ョ ンのペーパーフ ィーダを装着した場合は、以下の手順でプ

リ ン タ ド ラ イバの設定を行って く だ さい。本設定後に、装着し たペーパー

フ ィーダから給紙が可能になり ます。

1 Windowsのスタートボタンを ク リ ッ ク し、設定にカーソルを合わせ、プ
リンタをク リ ッ ク して ください。

2 Kyocera Mita FS-1010 KX アイコンを右ク リ ッ ク し、プロパテ ィをク
リ ッ ク して ください。プロパテ ィダイアログボッ クスが表示されます。

3 デバイス設定タブをク リ ッ ク して ください。使用できるオプシ ョ ン リ ス

ト で、ペーパーフ ィーダ (カセッ ト 2)をク リ ッ ク（ ）して ください。

4 OK ボタンを ク リ ッ ク して ください。以上でペーパーフ ィーダの追加設
定は終了です。
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ページ記述言語（PDL）の選択

印刷するデータに適したページ記述言語を、PCL XL、PCL 5eおよびKPDL（ポス
ト スク リプ ト互換）の中から選択します。初期設定はPCL XLが選択されていま
す。

ページ記述言語は使用説明書の第1章 操作パネルの設定と操作では「エ ミ ュ
レーシ ョ ン」と呼ばれています。

ページ記述言語の変更は、以下の手順で行ってください。

1 Windowsのスタートボタンを ク リ ッ ク し、設定にカーソルを合わせ、プ
リンタをク リ ッ ク して ください。

2 Kyocera Mita FS-1010 KX ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し、プロパテ ィ を ク
リ ッ ク して ください。プロパテ ィダイアログボッ クスが表示されます。

3 デバイス設定タブをク リ ッ ク して ください。ユーザーボタンをク リ ッ ク

し、ユーザー設定ダイアログボッ クスを表示させてください。
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4 PDL(ページ記述言語 ) ド ロ ップダウン リ ス トから、 PCL XL、PCL 5e、ま
たはKPDLを選択し、OKボタンをク リ ッ ク して ください。

5 OKボタンをク リ ッ ク して ください。以上でページ記述言語の選択は終了
です。
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印刷に関するデフォルト設定

デフォルト設定は、インス トールした FS-1010 のプリ ンタ ド ラ イバを Windows
から選択して設定するものであ り、デフォルト値が設定されます。一方、次に説

明する第 3 章 アプリケーシ ョ ンソフ トからの印刷で設定する内容は、例えば
Microsoft Word のよ う なアプ リケーシ ョ ンソフ ト から行う設定であ り、そのア
プリケーシ ョ ンソフ ト を終了する と、そこで行った設定はデフォルト設定に戻

り ます。

デフォルト設定画面にも、第3章 アプリケーシ ョ ンソフ トからの印刷で説明す
る設定画面と同じ ものがあ り、印刷に関するデフォルト値を変更したい場合は

その画面で設定します。

ここではデフォルト設定画面を選択するまでの手順のみを説明しています。詳
細設定についは、第3章 アプリケーシ ョ ンソフ トからの印刷で説明する設定方
法を参照し、デフォルト設定画面について同様の設定を行って く ださい。

1 Windows タスクバーにあるスタートボタンをク リ ッ クして設定にカーソ
ルを合わせ、プ リ ン タ を ク リ ッ ク して く ださい。プ リ ン タダイア ログ

ボッ クスが表示されます。

2 Kyocera Mita FS-1010 KX のアイコンを右ク リ ッ ク し、表示された項目
の中からプロパテ ィ を ク リ ッ ク して く ださい。Kyocera Mita FS-1010
KXのプロパテ ィダイアログボッ クスが表示されます。

!お知らせ
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3 メディア、レイアウト、排紙タブを選択し、印刷に関するデフォルト設定

を行ってください。詳細設定については、第3章 アプリケーシ ョ ンソフ ト
からの印刷で説明する設定方法を参照してください。
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第 3章 アプリケーシ ョ ンソフ ト
からの印刷
3

本章では、Microsoft Wordを例に、Windowsのアプリケーシ ョ ンソフ ト からの印刷方法を説明しま
す。

� プリンタの給紙カセッ トから給紙する際は、多目的ト レイにある用紙は取り除いて く ださ
い。多目的ト レイは、初期設定で優先モード（優先的に多目的ト レイから給紙する）に設定さ
れています。

� パラレルインタフ ェース接続の場合、印刷時はリモート・オペレーシ ョ ンパネルは閉じてか
ら行って く ださい。

!お知らせ
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基本的な印刷操作

こ こでは、Windows アプリケーシ ョ ンソフ ト から印刷するための作業について説
明します。

アプリケーシ ョ ンソフ トから行った設定は、そのアプリケーシ ョ ンソフ ト を終了
するまで有効ですが、次回アプリケーシ ョ ンソフ ト を起動したときは初期設定
（デフォルト）の状態に戻ります。プリンタ ド ライバの初期設定の変更は、2-5ペー
ジの 印刷に関するデフォルト設定 で行って く ださい。

1 アプ リ ケーシ ョ ンで文書に対し指定したサイズの用紙をプ リ ンタの用紙

カセッ ト にセッ ト して ください。用紙のセッ ト方法について、詳し くはプ
リンタ付属の設置手順書を参照して ください。

リモート・オペレーシ ョ ンパネルで、給紙元の用紙サイズ設定が適切であ
るこ とを確認して く ださい。異なる用紙サイズが設定されている場合、正
しい印刷が行われません。給紙元に適切なサイズの用紙を設定する方法に
ついては、使用説明書の1-21ページの用紙サイズの設定 を参照して く ださ
い。

2 印刷する文書を開いて ください。こ こではMicrosoft Word を例に、印刷する
方法を説明します。

3 フ ァイルメニューから印刷を選択して ください。印刷ダイアログボッ クス

が表示されます。

4 Kyocera Mita FS-1010 KX プリ ンタが選択されていない場合は、プリンタ
名ド ロ ップダウン リ ス トで Kyocera Mita FS-1010 KXを選択します。

5 印刷するページ範囲を入力します。文書全体を印刷する場合は、すべてを

選択します。

6 印刷部数コンボボッ クスに印刷部数を 1 から  999 の範囲内で入力して く
ださい。 

!お知らせ
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7 プロパテ ィボタンをク リ ッ ク して ください。プロパテ ィダイアログボッ ク

スが表示されます。

8 メディアタブで、用紙サイズド ロ ップダウン リ ス トから用紙サイズを選択
して ください。プ リ ンタによ り、自動的に正しいサイズの用紙が入ってい

る給紙元（給紙カセ ッ ト 、多目的 ト レ イ、またはオプシ ョ ンのペーパー

フ ィーダ）が選択されます。

9 OK ボタンをク リ ッ ク します。プロパテ ィダイアログボッ クスが閉じられ、
印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

10 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。
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カスタム用紙サイズの設定

本機は規格サイズ紙以外の用紙も使用できます。給紙カセッ トには幅148～216mm、
長さ 210～ 297mmの用紙、およびリーガルサイズの用紙をセッ トできます。また、多
目的ト レイには幅70～216mm、長さ148～297mmの用紙をセッ トできます。

カスタムサイズを設定するには

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログ ボッ クスを表示して ください。

2 メディアタブのユーザー定義ボタンをク リ ッ ク して ください。カスタム用

紙サイズダイアログボッ クスが表示されます。

3 追加ボタンをク リ ッ ク して ください。紙サイズの編集ダイアログボッ クス

が表示されます。

4 名前にカスタムサイズに付ける名前を入力して ください。

5 サイズにカスタムサイズの幅と長さを入力して ください。

追加ボタン

名前設定

名前

用紙サイズ



カスタム用紙サイズの設定
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幅や長さの単位 (mm またはインチ) を選択するには、デバイスの設定タブ
のユーザーボタンをク リ ッ クし、ユーザー設定ダイアログボッ クスで必要
なオプシ ョ ンを選択して ください。

6 OK ボタンをク リ ッ ク して ください。用紙サイズ リ ス トに、指定した用紙サ
イズの名称が追加されます。

7 OKボタンをク リ ッ ク して ください。再び、メディアタブが表示されます。

8 用紙サイズド ロ ップダウン リ ス トから、指定したカスタム  サイズを選択し
て ください。

9 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

10 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。

!お知らせ
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表紙/合紙機能の設定

表紙/合紙機能では次の設定ができます。

� 表紙の設定：表紙/裏表紙を本文に追加できます。
� 合紙の設定：本文の指定したページの前に白紙または印刷した用紙をはさみ
こむこ とができます。

� OHP合紙の設定：各 OHPページの間に、白紙または印刷した用紙をはさみこ
むこ とができます。

こ こでは、上記の機能について説明します。

この機能を使用するには、多目的ト レイをフ ァースト モード（ 初期設定）からカ
セッ ト モード に変更する必要があります。多目的ト レイのファースト モード 設定
を変更するには、リ モート・ オペレーショ ンパネルからプリ ンタに PRESCRIBE
FRPO T0 コマンド  (!R! FRPO T0, 0; EXIT;) を送信し ます。送信のしかた
は、使用説明書の1-49ページのプリスクライブコマンド をプリ ンタに送る  を参照
してく ださい。FRPO コマンド については、使用説明書の第 5 章 ファームウェア
パラメ ータを参照してく ださい。

表紙機能の設定

本文で使用している用紙と は別の用紙を使い、表紙だけまたは表紙と 裏表紙両方

を本文に追加するこ と ができます。本文の用紙はプロパティ ダイアログボッ ク ス

のメ ディ アで指定した用紙と なり ますが、表紙 /表裏紙の給紙元はこ この操作で

設定できます。厚手の用紙やカラー紙などを選択し 、体裁よ く 仕上げるこ と がで

きます。また、追加した表紙自体に印刷するこ と もできます。

表紙機能は合紙機能と組み合わせて使用できますが、OHP合紙機能との組み合わ
せはできません。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

!お知らせ

!お知らせ
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2 メディアタブの設定ボタンをク リ ッ ク します。詳細機能の設定ダイアログ

ボッ クスが表示されます。

3 表紙チェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク して ください。

4 表紙だけを追加する場合は、表を ク リ ッ ク して ください。表紙と裏表紙の

両方を追加するには、表 + 裏をク リ ッ ク して ください。また、表紙に印刷す
る場合は、表紙に印刷の表の外側をク リ ッ ク して ください。本機では、表の

内側は指定できません。

5 表紙の給紙方法 リ ス トボッ クスから表紙の給紙元を選択して ください。厚

紙や色紙などの特殊紙は多目的 ト レ イ（MP ト レ イ）から給紙して くださ
い。

3

5

4
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6 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

7 手順5 で指定した給紙元に表紙に使用する用紙をセッ ト して ください。

8 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。

合紙機能の設定

本文の指定したページの前にブランクの用紙または印刷した用紙をはさみ込む

こ とができます。この機能によ り、本文の章などの区切 り を強調する こ とができ

ます。また、その用紙に印刷するこ と もできます。

合紙機能は表紙機能と組み合わせて使用できますが、OHP合紙機能との組み合わ
せはできません。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

2 メディアタブの設定ボタンをク リ ッ ク して ください。詳細機能の設定ダイ

アログボッ クスが表示されます。

!お知らせ



表紙/合紙機能の設定

3-9

3 合紙チェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク して ください。

4 用紙をはさみ込む直前のページを、ページ前に合紙ボッ クスに直接数値入

力して ください。指定できるページは2 ～255 の範囲です。複数のページを
入力する と きは、カンマ (,) で区切って ください。また連続したページを指
定する と きは、ハイフン (-) を使ってください。例えば 5 、11 、12 、13 および
18 ページの前に用紙をはさみ込むと きは、「5,11-13, 18 」と指定します。

5 はさみ込む用紙に印刷するには、合紙の表面に印刷を選択して ください。

例えば5ページの前に用紙をはさみ込むと、はさみ込むページは5ページ目
と して印刷されます。FS-1010では、合紙の裏面に印刷は指定できません。

6 合紙の給紙方法 リ ス トボッ クスから合紙の給紙元を選択して ください。厚

紙や色紙などの特殊紙は多目的 ト レ イ（MP ト レ イ）から給紙して くださ
い。

7 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

8 手順6 で指定した給紙元に合紙に使用する用紙をセッ ト して ください。

9 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。

OHP合紙機能の設定

本機能は、多目的ト レイからのOHPフ ィルムに印刷する と きのみ有効です。

印刷した各 OHP フ ィルムのページの後に、用紙をはさみ込み OHP フ ィルム上の
印刷を読みやすくするこ とができます。また、この用紙に OHP フ ィルム と同じ印
刷を行う こ と もできます。

OHP合紙機能と表紙機能/合紙機能を組み合わせることはできません。

3
5
4
6

!お知らせ
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1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

2 メデ ィ アタブの給紙方法 リ ス ト ボッ ク スから多目的ト レイ（MP ト レ イ）
を、用紙種類 リ ス トボッ クスからOHPシートを選択して ください。

3 設定ボタンをク リ ッ ク して ください。詳細機能の設定ダイアログボッ クス

が表示されます。
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4 OHP合紙チェ ッ クボッ クスをク リ ッ ク して ください。

5 合紙の給紙方法 リ ス トボッ ク スから挿入される用紙の給紙元を選択して

ください。この例ではカセッ ト  1 が選択されています。また、OHP フ ィル
ム と同じデータを用紙にも印刷する場合は、合紙に印刷を選択して くださ

い。

6 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

7 手順 5 で指定した給紙元に挿入する用紙をセッ ト して ください。

8 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。

4
5
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1 枚の用紙に複数ページを印刷するには

1 枚の用紙に複数のページを印刷するこ とができます。印刷するページは 1、2、4、
6、9、12、16、25 ページの単位で指定します。また、1 枚の用紙に印刷されるページ
のレイアウ ト を選択するこ と もできます。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

2 レイアウト タブをク リ ッ ク して ください。

3 1 シートのページ数ド ロ ップダウン リ ス トから用紙 1枚に印刷するページ
数を選択して ください。選択内容に合わせて、左側の図が変化します。ペー

ジごとに境界線で区切る場合は、境界線を印刷チェ ッ クボッ クスをオンに

して ください。

4 印刷される各ページの相対位置は、レイアウト (順序 ) ド ロ ップダウン リ ス
トで選択して ください。



1 枚の用紙に複数ページを印刷するには

3-13

5 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

6 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。
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文書のサイズを変更するには

縮小・拡大オプシ ョ ンを選択する と、指定した比率に従って、ページの高さ と幅が

縮小または拡大されます。拡大縮小率の範囲は 20 % から  500 % です。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示します。

2 レイアウト タブをク リ ッ ク して ください。

3 縮小・拡大ボッ クスで必要な比率を選択して ください。 

4 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

5 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。
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印刷品質を変更するには

印刷ジ ョブの印刷品質を、高品質 (Fast 1200 モード )、標準 (600 dpiおよびエコプリ
ン ト ：オフ )、エコプリン ト  (600 dpiおよびエコプリ ン ト ：オン )、ユーザー定義の中
から選んで設定するこ とができます。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

2 イメージタブをク リ ッ ク して ください。

3 印刷品質ド ロ ップダウン リ ス ト から印刷ジ ョブの品質を選択して くださ

い。 

4 解像度、KIR (スムージング)、エコプリン トを個別に設定する必要がある場
合は、ユーザー定義を選択し、 ボタンを ク リ ッ ク して ください。印刷品

質の設定ダイアログボッ クスで変更して ください。

5 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

6 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。
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グレイスケール調整

印刷されたグラフ ィ ッ ク イ メージが明るすぎた り暗すぎた りする場合や、コン ト

ラス トの調整が必要な場合は、グレイスケール調整スラ イダで調整できます。

グレイスケールの調整で設定を変更しても、テキストには影響ありません。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示して ください。

2 イメージタブをク リ ッ ク して ください。

3 グラフ ィ ッ ク イ メージを明る く、または暗 くするには、明るさス ラ イダを

右へ動かすと明る く、左へ動かすと暗 く な り ます。また、グ ラフ ィ ッ ク イ

メージのコン ト ラス ト を調整するには、コン ト ラス ト スラ イダを右へ動か

すと濃く、左へ動かすと薄く感じ られるよ うにな り ます。

4 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

5 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。

!お知らせ
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TrueTypeフォン ト

TrueType フォン ト をプ リ ンタに送信する方法を指定するこ とができます。選択し
た方法によっては、印刷ジ ョブの速度が影響を受け、特定のフォン ト を印刷した

と きに発生する問題が解決される可能性があり ます。

1 文書を作成したアプ リ ケーシ ョ ン ソ フ ト で、プ リ ンタ ド ラ イバのプロパ

テ ィダイアログボッ クスを表示します。

2 イメージタブをク リ ッ ク します。

3 TrueType フォン ト をプ リ ンタに送信する方法を指定するには、次のオプ
シ ョ ンのいずれかを選択します。 

� 大きな文書を印刷する と きに、フ ァ イル サイズを小さ くするには、
TrueType フォン ト をアウ ト ラインフォン ト と してダウンロードを選
択します。特に、印刷文書に数種類のフォン トやサイズが指定されてい
る場合に便利です。（初期設定）

� 使用されているフォン ト の数が少ない場合や、フォン ト サイズがほと
んど同じである場合には、TrueType フォン ト をビッ トマップフォン ト
と してダウンロードを選択します。送信データのサイズは大き く な り
ます。

4 OKボタンをク リ ッ ク して、印刷ダイアログボッ クスに戻り ます。

5 OKボタンをク リ ッ クする と、印刷を開始します。
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